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小笠原の花・木・鳥・魚 

花  ムニンヒメツバキ    木  タコノキ 

鳥  ハハジマメグロ      魚  アオムロ 

 

ﾀﾞﾑ 貯水率 

10/24現在 

父島 

100/100 

母島  

98.1/100 

9月気象状況    （父島） 

最高気温   31.6℃ 

最低気温   22.5℃ 

平均気温   28.3℃ 

平均湿度   87％ 

月降水量  165.5mm 

.0.㎜ 

住民基本台帳登録者数（10/1） 

             2,572人 

             父島      母島                

  人口      2,120人   452人 

  世帯      1,239    271 

                   
  

                            

     

政
府
は
「
物
価
・
賃
金
・
生
活
総
合
対
策
」
と
し

て
、
電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
の
価
格
高
騰
に
よ
る

負
担
増
を
踏
ま
え
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に
対
し

て
給
付
金(

１
世
帯
あ
た
り
５
万
円)

の
支
給
を
閣
議

決
定
し
ま
し
た
。 

  

対
象
は
次
の(

１)(

２)

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
世

帯
で
す
。 

(

１)

基
準
日(

令
和
４
年
９
月
30
日)

に
お
い
て
、 

世
帯
全
員
が
住
民
税(

均
等
割)

非
課
税
と
な
っ
た

世
帯 

(
２)

家
計
急
変
世
帯(

令
和
４
年
１
月
以
降
、
予
期

せ
ず
家
計
が
急
変
し
た
こ
と
で
収
入
が
減
少
し
、

世
帯
全
員
が(

１)

と
同
様
の
事
情
に
あ
る
と
認
め

ら
れ
る
世
帯) 

 

【
注
意
事
項
】 

①(

１)(

２)

い
ず
れ
も
住
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る

方
の
扶
養
親
族
等
の
み
か
ら
な
る
世
帯(

被
扶
養

者
の
み
世
帯)

は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。 

②(

１)(

２)

い
ず
れ
か
一
方
の
み
し
か
受
給
で
き
ま

せ
ん
。 

 

◎
令
和
４
年
度
住
民
税
非
課
税
世
帯 

令
和
４
年
11
月
下
旬
か
ら
対
象
の
方
へ
給
付
内

容
等
の
確
認
書
を
発
送
す
る
予
定
で
す
。
内
容
を

ご
確
認
い
た
だ
き
、
申
請
期
限
ま
で
に
同
封
の
返

信
用
封
筒
で
返
送
、
ま
た
は
窓
口
ま
で
ご
提
出
く

だ
さ
い
。
確
認
書
の
返
信
や
提
出
が
な
い
場
合
は

本
給
付
金
の
給
付
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。 

な
お
、
小
笠
原
村
か
ら
の
案
内
が
12
月
上
旬
ま

で
に
届
か
な
い
も
の
の
、
支
給
対
象
に
該
当
す
る
と

思
わ
れ
る
世
帯
の
方
は
、
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。 

 

令
和
４
年
１
月
２
日
以
降
に
小
笠
原
村
に
転
入
し

た
方
が
い
る
世
帯
の
世
帯
主
は
、
給
付
金
を
受
け
取

る
た
め
の
申
請
が
必
要
で
す
。
申
請
す
る
場
合
は
申

請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
必
要
書
類
を
添
え
て

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。 

申
請
書
は
村
役
場
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド(

準
備
中)

ま
た
は
、
総
務
課
総
務
係
お
よ
び
母

島
支
所
窓
口
で
お
渡
し
し
ま
す
。 

 

 【
必
要
書
類
】 

①
本
人
確
認
書
類(

運
転
免
許
証
、 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
保
険
証
な
ど) 

 

②
振
込
先
口
座
を
確
認
す
る
た
め
の
通
帳
や 

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の
コ
ピ
ー 

  

③
令
和
４
年
１
月
１
日
時
点
で
お
住
ま
い
の
市
区

町
村
が
発
行
す
る
「
令
和
４
年
度
住
民
税
非

課
税
証
明
書
」 

「
現
住
所
と
令
和
４
年
１
月
１
日
時
点
の
住
所
と

異
な
る
」
欄
が
「
異
な
る
」
に
該
当
す
る
方

全
員
分 

 【
申
請
期
限
】
令
和
５
年
１
月
31
日(

火) 

  

◎
家
計
急
変
世
帯 

【
対
象
要
件
】 

〇
申
請
日
に
お
い
て
小
笠
原
村
に
住
民
登
録
が
あ

る
こ
と
。 

〇
令
和
４
年
度
が
住
民
税(

均
等
割)

非
課
税
世
帯

に
該
当
し
な
い
こ
と
。 

○
令
和
４
年
１
月
～
12
月
の
収
入
が
予
期
せ
ず
減

少
し
た
た
め
家
計
が
急
変
し
、
同
一
の
世
帯
に
属

す
る
全
員
が
、
住
民
税
（
均
等
割
）
非
課
税
世
帯

と
同
様
の
事
情
に
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。 

 

給
付
金
を
受
け
取
る
に
は
、
窓
口
で
の
申
請

が
必
要
で
す
。 

申
請
書
、
簡
易
な
収
入(
所
得)

見
込
額
の
申

立
書
は
窓
口
ま
た
は
村
役
場
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド(

準
備
中)

で
き
ま
す
。 

 

【
必
要
書
類
】 

①
任
意
の
１
か
月
の
収
入
を
確
認
で
き
る
給
与
明
細

書
、
年
金
振
込
通
知
書
等
の
収
入
額
が
分
か
る
書

類
、
事
業
収
入
、
不
動
産
収
入
に
か
か
る
経
費
の

金
額
が
分
か
る
書
類(

※) 

(

※)…

給
与
明
細
、
預
金
通
帳
の
写
し
、
令
和
４
年

度
分
所
得
の
確
定
申
告
書
、
住
民
税
申
告
書
、
源

泉
徴
収
票
、
帳
簿
等
の
写
し
な
ど
。
書
類
の
ご
用

意
が
難
し
い
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

②
振
込
先
口
座
を
確
認
す
る
た
め
の
通
帳
や
キ
ャ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド
の
コ
ピ
ー 

③
本
人
確
認
書
類(

運
転
免
許
証
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
、
保
険
証
な
ど) 

 

【
申
請
期
限
】
令
和
５
年
１
月
31
日(

火) 

 

【
そ
の
他
】 

〇
予
期
せ
ず
収
入
が
減
少
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
意

図
的
に
収
入
を
減
少
さ
せ
給
付
を
申
請
し
た
場

合
、
不
正
受
給
に
問
わ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

〇
給
付
金
受
給
後
、
支
給
要
件
に
該
当
し
な
い
こ
と

が
判
明
し
た
場
合
に
は
給
付
金
を
返
還
し
て
い
た

だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

〇
臨
時
特
別
給
付
金
を
装
っ
た
振
り
込
め
詐
欺
や
個

人
情
報
の
詐
取
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
小
笠
原
村

や
内
閣
府
の
職
員
な
ど
を
か
た
っ
た
不
審
な
電
話

や
郵
便
が
あ
っ
た
場
合
は
、
小
笠
原
村
や
警
察

署
、
警
察
相
談
専
用
電
話(

#
９
１
１
０)

に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。 

 

11
月
中
に
村
役
場
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
申
請
書
等

を
掲
載
す
る
予
定
で
す
の
で
、
そ
ち
ら
も
ご
覧
く
だ

さ
い
。 

●
問
合
せ
先
・
提
出
窓
口 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

総
務
課
総
務
係 

 
 
 
 
 

２―

３
１
１
１ 

 
 

 
 

母
島
支
所
庶
務
係 

 
 
 
 

３―

２
１
１
１ 
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小笠原 ―OGASAWARA－ 

 

電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
価
格
高
騰 

緊
急
支
援
給
付
金 

(

住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に
対
す
る
臨
時
特
別
給
付
金) 
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令
和
４
年
分
年
末
調
整
等
説
明
会
を
芝
税
務
署
か

ら
職
員
を
派
遣
し
て
い
た
だ
き
実
施
い
た
し
ま
す
。 

 

源
泉
徴
収
・
年
末
調
整
等
で
使
用
す
る
用
紙
や
手

引
き
は
、
村
役
場
の
窓
口
や
、
国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
「
源
泉
徴
収
義
務
者
の
方
」

(https://w
w
w
.nta.go.jp/users/ 

gensen/index.htm
)

か
ら
入
手
で
き
ま
す(

複
写
式

の
手
書
き
用
「
給
与
支
払
報
告
書
」
は
、
窓
口
配
布

の
み
で
す
。
必
要
な
種
類
・
枚
数
を
ご
確
認
の
上
、

ご
来
庁
く
だ
さ
い)

。 

 

◎
年
末
調
整
等
説
明
会
〔
説
明
者
：
芝
税
務
署
員
〕 

《
父
島
》 

【
日
時
】
11
月
８
日(

火) 
 

午
前
９
時
～
11
時 

【
場
所
】
村
役
場 

２
階
会
議
室 

 

《
母
島
》 

【
日
時
】
11
月
10
日(

木) 
 

午
前
８
時
30
分
～
10
時
30
分 

【
場
所
】
母
島
支
所 

２
階
会
議
室 

   

◎
消
費
税
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
説
明
会 

〔
説
明
者
：
芝
税
務
署
員
〕 

令
和
５
年
10
月
１
日
か
ら
消
費
税
イ
ン
ボ
イ
ス

制
度
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
個
人
事
業
者
お

よ
び
法
人
経
理
担
当
者
を
対
象
と
し
た
説
明
会
に
つ

い
て
も
実
施
い
た
し
ま
す
。 

 

《
父
島
》 

【
日
時
】
11
月
８
日(

火) 
 

午
後
２
時
～
５
時 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

多
目
的
ホ
ー
ル 

 

《
母
島
》 

【
日
時
】
11
月
９
日(

水) 
 

午
後
２
時
～
５
時 

【
場
所
】
母
島
村
民
会
館 

体
育
室 

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。 

①
必
ず
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
ご
来
場
く
だ
さ
い
。 

②
会
場
入
口
で
の
手
指
消
毒
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。 

③
来
場
者
名
簿
に
ご
記
入
を
お
願
い
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。 

④
発
熱
、
咳
、
咽
頭
痛
、
倦
怠
感
等
の
症
状
が
あ
る

場
合
は
、
来
場
を
お
控
え
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

(

説
明
会
の
開
催
に
関
す
る
こ
と) 

【
財
政
課
税
務
係
】 

 
 
 
 
 
 

２-

３
１
１
２ 

 (

国
税
の
手
続
き
・
制
度
に
関
す
る
こ
と) 

【
芝
税
務
署
】      

０
３-

３
４
５
５-

０
５
５
１ 

※
動
音
声
案
内
に
従
い
「
２
」
を
押
し
、
交
換
手
に

次
の
内
線
番
号
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。 

《
源
泉
徴
収
・
年
末
調
整
に
つ
い
て
》 

 

源
泉
所
得
税
担
当 
内
線
２
４
０
３
～
２
４
０
５ 

《
法
定
調
書
に
つ
い
て
》 

 

管
理
運
営
部
門 

内
線 

１
０
８
３
・
１
０
９
３ 

《
消
費
税
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
つ
い
て
》 

 

法
人
課
税
第
２
部
門 

内
線 

      
３
０
２
１ 

      

小
笠
原
村
で
は
、
地
震
・
津
波
や
武
力
攻
撃
な
ど

の
災
害
時
に
、
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム(

Ｊ
ア
ラ

ー
ト)

か
ら
送
ら
れ
て
く
る
国
か
ら
の
緊
急
情
報

を
、
防
災
行
政
無
線
を
用
い
て
確
実
に
皆
さ
ま
へ
お

伝
え
す
る
た
め
、
村
内
で
防
災
行
政
無
線
の
試
験
放

送
を
行
い
ま
す
。 

 

【
日
時
】
11
月
２
日(

水) 

午
前
10
時
頃 

※
小
笠
原
村
以
外
の
地
域
で
も
、
全
国
的
に
試
験
が

実
施
さ
れ
ま
す
。 

※
防
災
行
政
無
線
の
放
送
は
、
最
大
音
量
で
の
放
送

と
な
り
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
総
務
係 

  

２―

３
１
１
１ 

   

【
健
全
化
判
断
比
率
】 

 

令
和
３
年
度
小
笠
原
村
決
算
に
基
づ
き
健
全
化
判

断
比
率
を
算
定
し
た
結
果
、
次
の
表
１
の
と
お
り
い
ず

れ
の
指
標
に
お
い
て
も
早
期
健
全
化
基
準
を
下
回
り

ま
し
た
。 

【
公
営
企
業
の
資
金
不
足
比
率
】 

 

令
和
３
年
度
小
笠
原
村
決
算
に
基
づ
き
公
営
企
業

の
資
金
不
足
比
率
を
算
定
し
た
結
果
、
表
２
の
と
お

り
い
ず
れ
の
会
計
に
お
い
て
も
経
営
健
全
化
基
準
を

下
回
り
ま
し
た
。 

                    

各
指
標
と
も
基
準
を
下
回
っ
て
お
り
、
健
全
な
財

政
運
営
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。 

財
政
健
全
化
法
の
詳
細
は
総
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

http://www.soumu.go.jp/iken/zaisei/kenze

nka/index.html 

●
問
合
せ
先 

財
政
課
財
政
係 

２―

３
１
１
２ 

       

小
笠
原
村
で
は
、
障
害
者
総
合
支
援
法
第
88
条

第
１
項
及
び
児
童
福
祉
法
第
33
条
の
20
に
基
づ

き
、
小
笠
原
村
障
害
福
祉
計
画
・
障
害
児
福
祉
計
画

の
策
定
を
行
い
ま
し
た
。 

 

次
の
場
所
で
閲
覧
で
き
る
ほ
か
、
村
役
場
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。 

 

【
閲
覧
場
所
】 

 

○
小
笠
原
村
本
庁
舎 

村
民
課
窓
口 

 

○
母
島
支
所 

 
 
 

庶
務
係
窓
口 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 

２―

３
９
３
９ 

 
 
 
 
 
 
 

   

【
実
施
日
程
】
11
月
18
日
（
金
） 

【
実
施
時
間
】
午
後
７
時
～
９
時 

【
実
施
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

【
行
政
相
談
委
員
】 

総
務
大
臣
委
嘱
小
笠
原
地
区
担
当 

山
田
捷
夫 

《
住
所
》
小
笠
原
村
父
島
字
奥
村 

《
電
話
》
０
９
０―

７
１
７
３―

６
７
６
８ 

※
予
約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

●
問
合
せ
先 

 

村
民
課
住
民
係 

 
 
 
 

２―

３
１
１
３ 

年
末
調
整
等
説
明
会
お
よ
び 

消
費
税
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
説
明
会 

 

防
災
行
政
無
線
に
よ
る 

全
国
一
斉
の
緊
急
情
報
伝
達
試
験 

 

財
政
健
全
化
法
に
基
づ
く
財
政
指
標
の
公
表 

 

小
笠
原
村
障
害
福
祉
計
画
【
第
６
期
】・ 

障
害
児
福
祉
計
画
【
第
２
期
】 

の
策
定
に
つ
い
て 

 行
政
相
談
所
の
開
設 
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１．一般会計決算 
 
  令和３年度の歳入決算額は６０億２，２４２万９，３９４円となっており，前年度と比較すると１億７，６２０万４，８３７円（３．０％）の増となりました。歳入の
根幹となる村税は、個人村民税、軽自動車税、村たばこ税の増収により６５７万７，１５３円の増、地方交付税は３億３，０７６万９千円の増となっています。  
  歳出決算額は、５７億７，７４８万８，４００円となり、前年度と比較すると２億４，１９９万６，６１５円（４．４％）の増となりました。 主な増減をみると、総務
費は沖村職員住宅整備や新型コロナウイルス一掃期間協力金の増、新型コロナウイルス感染症対策事業やインターネット事業終了の減で１億４，２４５万
７，６８３円（８．７％）の減、民生費は子育て世帯給付金や住民税非課税世帯給付金の増、母島児童福祉施設整備費の減で１億６，３８０万４，９３７円（１７．
２％）の減、衛生費は母島診療所法面対策、新型コロナウイルスワクチン接種事業の増で１億４，２３５万４，８７６円（１２．８％）の増、農林水産業費は漁業
振興施設整備事業費補助等の減で１億５，３５２万９，２０１円（５３．８％）の減、商工費は扇浦園地整備及び滞在型観光促進事業により１億２，４８０万９，
５７７円（５２．１％）の減、土木費は振興開発事業費の減で２億１，９９４万０，４５２円（４９．５％）の減、教育費は父島小中学校改築実施設計及び校門橋梁
改修工事により１億２，３１６万７，３３１円（３９．２％）の増、公債費は繰上償還により３億１，０９２万１，６７６円（１７７．７％）の増となっています。 

【総 括】 

年度 歳入総額（円） 歳出総額（円） 差引（円） 繰越すべき財源（円） 実質収支（円） 
令和３年度 6,022,429,394 5,777,488,400 244,940,994 99,000 244,841,994 

【歳 入】 
科目 決算額（円） 構成比（%） 科目 決算額（円） 構成比（%） 

村税 507,395,796 8.5 分担金及負担金 8,441,837 0.10 
地方譲与税 8,079,000 0.1 使用料及手数料 213,022,535 3.60 
利子割交付金 801,000 0.0 国庫支出金 729,134,856 12.10 
配当割交付金 5,733,000 0.1 都支出金 1,053,966,114 17.50 
株式等譲渡所得割交付金 6,978,000 0.1 財産収入 72,875,378 1.20 
法人事業税交付金 7,669,000 0.1 寄附金 32,268,533 0.50 
地方消費税交付金 75,395,000 1.3 繰入金 521,633,167 8.70 
自動車取得税交付金 19 0.0 繰越金 310,732,772 5.20 
環境性能割交付金 1,733,721 0.0 諸収入 125,143,666 2.10 
国有提供施設等所在市町村助成交付金 121,850,000 2.0 村債 406,500,000 6.70 
地方特例交付金 7,453,000 0.1       
地方交付税 1,805,623,000 30.0 合計 6,022,429,394 100.0 
  

 

  

 【歳 出】 ＜目的別＞ 単位：円 ＜性質別＞ 単位：千円 

科目 決算額（円） 構成比（%） 科目 決算額（千円） 構成比（%） 
議会費 52,419,000 0.9  人件費 1,048,132 18.1 
総務費 1,490,819,356 25.8  物件費 1,347,518 23.3 
民生費 786,688,343 13.6  維持補修費 51,338 0.9 
衛生費 1,257,345,647 21.8  扶助費 147,740 2.6 
労働費 0 0.0  補助費等 335,953 5.8 
農林水産業費 131,797,836 2.2  普通建設事業費 1,091,731 18.9 
商工費 114,722,985 2.0  災害復旧費 35,033 0.6 
土木費 224,318,031 3.9  公債費 485,892 8.4 
消防費 20,263,369 0.4  積立金 741,586 12.8 
教育費 437,123,065 7.6  投資及出資金 0 0.0 
災害復旧費 25,246,100 0.4  貸付金 38,300 0.7 
公債費 485,891,478 8.4  繰出金 454,265 7.9 
諸支出金 750,853,190 13.0       
合計 5,777,488,400 100.0 合計 5,777,488 100.0 

２．特別会計決算     

会計の名称 歳入総額（円） 歳出総額（円） 繰越すべき財源（円） 実質収支（円） 

国民健康保険特別会計 338,738,583 338,738,583 0 0 

簡易水道事業特別会計 481,155,703 481,092,244 0 63,459 

宅地造成事業特別会計 8,117,304 8,117,304 0 0 

介護保険（保険事業勘定）特別会計 84,035,394 83,640,046 0 395,348 

介護保険（介護サービス事業勘定）特別会計 169,742,042 169,742,042 0 0 

下水道事業特別会計 229,294,868 229,257,611 0 37,257 

浄化槽事業特別会計 18,626,964 18,624,566 0 2,398 

後期高齢者医療特別会計 26,611,318 26,611,318 0 0 
 

３．基金の残高 （令和３年度末）    

基金の名称 現在高（円）  基金の名称 現在高（円） 

財政調整基金 972,196,851  農道維持管理基金 14,278,796 

減債基金 412,724,087  進学助成基金 26,369,643 

公共施設等整備基金 611,326,753  特定防衛施設周辺整備調整交付金事業基金 12,605,000 

役場庁舎建設基金 100,227,880  情報通信基盤整備基金 50,441,636 

災害対策基金 89,004,913  ふるさと寄附基金 10,766,215 

土地開発基金 238,644,328  災害復旧・復興特別交付金事業基金 63,630,374 

社会福祉推進基金 83,250,608  簡易水道事業基金 21,920,336 

霊園基金 24,278,031  介護保険給付準備基金 84,783,263 

産業振興基金 161,965,312  基金合計 3,010,726,181 

観光振興基金 32,312,155    

 
４．地方債の現在高 （令和３年度末）   ５．村の財政状況を表す指標 ※普通会計 （カッコ内は昨年度の数値） 

会計の名称 現在高（円）  
●財政力指数 ： 0.254 （0.266） 

 この数値が高いほど財源に余裕があるとされ、１を超えると普通交付税不交

付団体となります。 

一般会計 2,002,852,524  

簡易水道事業特別会計 1,312,091,750  

下水道事業特別会計 488,420,776  ●経常収支比率 ： 69.9% （73.7%） 
 人件費、公債費等の経常的な経費に、村税、地方交付税等の一般財源収入

が充当される割合を示します。この数値が大きくなるほど財政の弾力性が失

われるとされています。 

浄化槽事業特別会計 41,961,939  

現在高合計 3,845,326,989  

 

令和３年度小笠原村決算の報告 
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◎
社
会
保
険
料(

国
民
年
金
保
険
料)

控
除
証
明
書 

 

国
民
年
金
保
険
料
は
、
全
額
が
確
定
申
告
や
年
末

調
整
の
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す
。 

 

な
お
、
ご
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ

た
場
合
に
も
、
納
付
し
た
方
が
、
社
会
保
険
料
控
除

と
し
て
申
告
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

確
定
申
告
等
で
社
会
保
険
料
控
除
の
申
告
を
す
る

際
に
は
、
納
付
し
た
国
民
年
金
保
険
料
額
を
証
明
す

る
書
類
の
添
付
が
必
要
で
す
。 

 

こ
の
た
め
、
令
和
４
年
１
月
１
日
か
ら
９
月
30

日
ま
で
に
納
付
さ
れ
た
国
民
年
金
保
険
料
額
を
証
明

し
た
「
社
会
保
険
料(

国
民
年
金
保
険
料)

控
除
証
明

書
」
が
11
月
上
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。 

確
定
申
告
、
年
末
調
整
の
手
続
き
の
際
に
は
、
こ

の
証
明
書(

ま
た
は
領
収
証
書)

が
必
要
に
な
り
ま
す

の
で
、
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

な
お
、
令
和
４
年
10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日

ま
で
の
間
に
、
令
和
４
年
中
に
初
め
て
国
民
年
金
保

険
料
を
納
付
さ
れ
た
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
令
和
５

年
２
月
初
旬
の
発
送
と
な
り
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

年
金
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル 

０
５
７
０―

０
０
３―

０
０
４(

ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル) 

※
０
５
０
で
始
ま
る
電
話
で
お
か
け
に
な
る
場
合

は
、
０
３―

６
６
３
０―

２
５
２
５ 

【
受
付
時
間
】 

 

〇
月
～
金
曜
日 

午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時 

 

〇
第
２
土
曜
日 

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時 

    

10
月
31
日
付 

【
退
職
者
】《 

》
内
は
旧
所
属 

 
 

木
﨑 

守(

事
務)

《
教
育
委
員
会
事
務
局
》 

 
 

木
村 

将(

看
護
師)

《
医
療
課
診
療
所
係 

(

母
島
診
療
所)

》 
 

11
月
１
日
付 

【
採
用(

主
任
級)

】 

 

医
療
課
付(

小
笠
原
村
診
療
所) 

 
 

小
池 

沙
耶
佳
〔
看
護
師
〕 

    

◎
事
務(

11
月
24
日
申
込
締
切) 

◎
保
育
士(

11
月
30
日
申
込
締
切) 

◎
看
護
師(

12
月
２
日
申
込
締
切) 

 

※
詳
し
く
は
要
項
を
ご
覧
下
さ
い
。 

 

要
項
は
役
場
窓
口
で
配
布
の
他
、
村
役
場
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。 

 
●
問
合
せ
先 

総
務
課
総
務
係 

 

２―

３
１
１
１ 

    

令
和
５
年
度
に
父
島
保
育
園
に
新
規
に(

現
在
園

児
で
は
な
い)

入
園
を
希
望
さ
れ
る
保
護
者
を
対
象

に
入
園
説
明
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。 

※
主
に
２
歳
児
ク
ラ
ス
が
対
象
で
す
。 

 

【
日
時
】
11
月
18
日(

金) 

午
後
６
時
～ 

【
場
所
】
父
島
保
育
園 

【
内
容
】
保
育
園
入
園
に
あ
た
っ
て
準
備
し
て
い
た

だ
き
た
い
物
や
集
団
生
活
を
始
め
る
に

あ
た
っ
て
の
お
願
い
に
つ
い
て 

※
手
続
き
等
の
説
明
会
は
年
明
け
に
開
催
い
た
し
ま

す
。 

 

●
問
合
せ
先 

父
島
保
育
園     

２―

２
５
４
４ 

    

  

11
月
１
日
よ
り
、
村
役
場
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
標

記
プ
ラ
ン
の
掲
載
を
始
め
ま
し
た
。
村
立
学
校
各
校

が
取
り
組
ん
で
い
る
学
力
向
上
に
向
け
た
授
業
改
善

の
方
策
に
つ
い
て
、
広
く
村
民
の
皆
さ
ま
と
共
有
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 閲
覧
方
法
は
、
次
の
２
つ
で
す
。 

・
二
次
元
コ
ー
ド(

下
記)

を
読
み
取
る
。 

・
村
役
場
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
教
育
課
「
学
校
教
育
」

に
ア
ク
セ
ス
す
る
。 

 

な
お
、
村
立
学
校
各
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
、
同

様
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
日
々
の
各
種
教
育
活
動

に
関
す
る
報
告
も
多
数
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●
問
合
せ
先 

教
育
委
員
会
事
務
局 

２―

３
１
１
７ 

      

公
益
財
団
法
人
落
語
芸
術
協
会
に
よ
る
「
寄
席
芸

能
」
小
笠
原
公
演
を
次
の
と
お
り
、
開
催
し
ま
す
。 

 

お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。 

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
の
た
め
、
会
場

入
口
に
て
氏
名
、
住
所
、
連
絡
先
の
記
載
お
よ
び
、

会
場
内
で
は
、
不
織
布
マ
ス
ク
の
着
用
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。 

 
《
父
島
》 

【
日
時
】
11
月
28
日(

月) 
開
場
：
午
後
５
時
30
分 

開
演
：
午
後
６
時 

【
会
場
】
小
笠
原
小
中
学
校
体
育
館 

 《
母
島
》 

【
日
時
】
11
月
29
日(
火) 

開
場
：
午
後
５
時
30
分 

開
演
：
午
後
６
時 

【
開
場
】
母
島
小
中
学
校
体
育
館 

《
出
演
》 

 

落
語 

桂 

伸
都(

か
つ
ら 

し
ん
と) 

 

落
語 

三
遊
亭 

遊
喜(

さ
ん
ゆ
う
て
い 

ゆ
う
き) 

 

発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
芸 

で
き
た
く
ん 

 

落
語 

立
川 

談
幸(

た
て
か
わ 

だ
ん
こ
う) 

※
室
内
履
き
は
、
各
自
ご
用
意
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

教
育
委
員
会 

 

２―

３
１
１
７ 

     

【
日
時
】 

 

①
11
月
１
日(

火) 

②
11
月
29
日(

火) 

 

い
ず
れ
も
午
後
４
時
～
６
時 

【
場
所
】
母
島
村
民
会
館 

２
階
会
議
室                          

            

【
相
談
内
容
】 

 

○
労
働
条
件(

労
働
時
間
、
安
全
衛
生
、
賃
金
、

退
職
・
解
雇
な
ど) 

 

○
求
人
求
職(

求
人
・
求
職
申
込
な
ど) 

 

○
労
災
保
険(

加
入
、
労
災
給
付
な
ど) 

 

○
雇
用
保
険(

加
入
、
失
業
給
付
な
ど) 

※
当
日
、
都
合
が
悪
く
来
館
で
き
な
い
方
は
、
電
話

に
よ
る
相
談
も
可
能
で
す
。 

【
事
業
主
の
皆
さ
ま
へ
の
お
知
ら
せ
】 

 

11
月
１
日
か
ら
11
月
30
日
ま
で
、
厚
生
労
働

省
で
は
労
働
保
険
未
手
続
事
業
一
掃
強
化
期
間
と
し

て
い
ま
す
。
パ
ー
ト
・ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
の
名
称
や
雇

用
形
態
に
か
か
わ
ら
ず
、
労
働
者
を
１
人
で
も
雇
っ
て

い
る
事
業
場
は
労
働
保
険
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん(

個
人
経
営
で
、
労
働
者
５
人
未
満
の
農
林
水

産
の
事
業
を
除
く)

。
未
手
続
の
事
業
場
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

※
仕
事
中
や
通
勤
中
の
負
傷
、
疾
病
か
ら
守
る「
労
災

保
険
」。
労
働
者
の
休
業
や
失
業
生
活
か
ら
守
る「
雇

用
保
険
」。
労
働
保
険
は
、
そ
の
二
つ
の
総
称
で
す
。 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
総
合
事
務
所 

労
働
主
査 

２―

２
１
０
２ 

母
島
巡
回
労
働
相
談 

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 

小
笠
原
村
人
事
異
動 

 

小
笠
原
村
職
員
募
集 

令
和
５
年
度
父
島
保
育
園
入
園
説
明
会  

 

小
笠
原
村
立
学
校
授
業
改
善
推
進
プ
ラ
ン 

島
し
ょ
芸
術
文
化
振
興
事
業 

「
寄
席
芸
能
」
小
笠
原
公
演 
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東
京
都
は
、
父
島
・
母
島
の
小
笠
原
住
宅
の
２
戸

建
て
を
除
却
し
、
新
し
い
住
宅
を
整
備
す
る
事
業
を

進
め
て
い
ま
す
。 

本
事
業
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
説
明
会
を
開

催
し
て
き
て
お
り
ま
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
一
部
説
明
会
に
つ
い

て
は
、
対
象
者
を
限
定
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

し
た
。 

今
回
、
各
島
に
お
住
い
の
方
を
対
象
と
し
て
、
改

め
て
説
明
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
説
明
会
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
予
防
の
た
め
、

会
場
の
定
員
を
設
定
し
て
開
催
い
た
し
ま
す(

予
約

制
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。) 

対
象
者
の
方
は
、
体
調
の
万
全
を
確
認
し
、
マ
ス

ク
着
用
の
上
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。 

 

ま
た
、
説
明
会
に
参
加
で
き
な
い
方
の
た
め
に
、

説
明
会
の
模
様
を
後
日
テ
レ
ビ
放
送
し
ま
す
。 

 

な
お
、
東
京
都
職
員
が
来
島
で
き
な
い
状
況
と
な

っ
た
場
合
、
延
期
と
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り

ま
す
。 

 

◎
説
明
会  

《
父
島
》 

【
日
時
】 

 

第
１
回 

11
月
９
日(

水)

午
後
７
時
～ 

 

第
２
回 

11
月
10
日(

木)

午
前
10
時
～ 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

多
目
的
ホ
ー
ル 

【
定
員
】
各
回
30
名
程
度 

【
対
象
者
】
父
島
に
お
住
ま
い
の
方 

(

１
世
帯
１
名
・
先
着
順) 

《
母
島
》 

【
日
時
】 

 

第
１
回 

11
月
８
日(

火)

午
後
７
時
～ 

 

第
２
回 

11
月
９
日(

水)

午
前
10
時
～ 

【
場
所
】
母
島
村
民
会
館 

体
育
室 

【
定
員
】
各
回
20
名
程
度 

【
対
象
者
】
母
島
に
お
住
い
の
方 

(

１
世
帯
１
名
・
先
着
順) 

 

◎
テ
レ
ビ
録
画
放
送 

《
小
笠
原
村
自
主
放
送
チ
ャ
ン
ネ
ル
》 

【
放
送
日
時
】 

 
 

11
月
26
日(

土)

午
前
９
時
～
／
午
後
６
時
～ 

 
 

11
月
27
日(

日)

午
前
９
時
～
／
午
後
６
時
～ 

 

父
島
・
母
島
の
説
明
会
の
様
子(

各
回
と
も
同
じ

内
容)

を
小
笠
原
村
自
主
放
送(

地
上
デ
ジ
タ
ル
11

ch)

で
放
送
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

《
説
明
会
》東
京
都
住
宅
政
策
本
部
都
営
住
宅
経
営
部

住
宅
整
備
課 

０
３―

５
３
２
０―

７
４
８
８(

直
通) 

※
11
月
７
日(

月)

以
降
は
、
担
当
者
が
小
笠
原
村

に
渡
航
し
て
い
る
た
め
、
東
京
都
小
笠
原
支
庁
土
木

課
住
宅
担
当
２―

２
１
６
９
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。 

《
テ
レ
ビ
録
画
放
送
》総
務
課
企
画
政
策
室 

 ２―

３
１
１
１ 

      

亜
熱
帯
農
業
セ
ン
タ
ー
で
は
、
認
定
農
業
者･
認

定
就
農
者
お
よ
び
そ
れ
を
目
指
す
意
欲
的
な
村
民
の

方
を
対
象
に
「
農
業
者
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
講
し
ま

す
。
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
農
業
分
野
に
お
け
る
害

虫
防
除
を
中
心
と
し
た
内
容
で
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。 

 

【
内
容
・
講
師
】 

 

『
天
敵
を
利
用
し
た
害
虫
防
除
』 

 

小
野 

剛 

（
東
京
都
産
業
労
働
局
農
業
振
興
事
務
所
） 

 

【
開
講
日
・
場
所
】 

 

《
母
島
》
11
月
13
日
（
日
） 

午
後
４
時
30
分
～
６
時 

 

 

農
協
母
島
支
店
２
階
会
議
室 

 

《
父
島
》
11
月
15
日
（
火
） 

午
後
２
時
～
３
時
30
分 

  

亜
熱
帯
農
業
セ
ン
タ
ー
本
館
会
議
室 

 

【
対
象
者
】
小
笠
原
に
居
住
す
る
農
業
者
、 

お
よ
び
新
規
就
農
を
目
指
す
村
民 

 

※
当
日
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
防
止

の
た
め
、
マ
ス
ク
を
着
用
の
上
、
ご
参
加
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
状

況
に
よ
り
、
セ
ミ
ナ
ー
開
催
を
中
止
、
ま
た
は
延

期
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
は
、
開
催
１
週
間
前
ま

で
に
、
村
役
場
の
掲
示
板
に
て
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
す
。 

●
問
合
せ
先(

担
当
者
：
村
田) 

小
笠
原
亜
熱
帯
農
業
セ
ン
タ
ー 

２―

２
１
０
４ 

     

南
島
の
外
来
植
物
駆
除
を
実
施
す
る
た
め
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。 

【
日
時
】 

 

11
月
26
日(

土)

午
前
８
時
～
午
後
１
時
30
分
頃 

※
海
況
等
に
よ
り
実
施
で
き
な
い
場
合
は
、
12
月

３
日(

土)

に
延
期
し
ま
す
。 

 

【
作
業
内
容
】 

南
島
に
お
け
る
２
時
間
程
度
の
除
草
作
業 

【
集
合
・
解
散
場
所
】
青
灯
台 

【
募
集
定
員
】
20
名
程
度 

(

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り) 

【
応
募
資
格
】
小
笠
原
村
在
住
の
方 

※
18
歳
未
満
の
方
が
単
独
で
参
加
す
る
場
合
は
、

保
護
者
の
同
意
書
が
必
要
で
す
。 

【
申
込
期
間
】
11
月
１
日(

火)

～
11
月
14
日(

月) 

【
申
込
方
法
】 

⑴
窓
口
：
小
笠
原
支
庁
土
木
課
で
配
布
す
る
参
加
申

込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
提
出 

⑵
メ
ー
ル
：
件
名
を
「
南
島
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
申
込
み

(

氏
名)

」
に
し
て
、
本
文
に
①
氏
名 

②
生
年
月
日
③
住
所
④
電
話
番
号
を
明

示
し
て
、
小
笠
原
支
庁
土
木
課
ア
ド
レ

ス
宛
に
送
付 

S0000651@section.metro.tokyo.jp 

   【
小
笠
原
支
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】 

https://www.soumu.metro.tokyo.lg.jp/07og

asawara/information/pdf/r4_minamikujo.ht

ml 

  

※
作
業
の
詳
細
に
つ
い
て
は
参
加
者
確
定
後
に
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
。 

 

●
申
込
・
問
合
せ
先 

小
笠
原
支
庁
土
木
課
自
然
環
境
担
当
２―

２
１
６
７ 

      

【
開
催
日
時
】
12
月
４
日(

日)

午
前
８
時
～ 

【
場
所
】
母
島
小
中
学
校
校
庭 

【
主
催
】
小
笠
原
警
察
署 

【
申
込
締
切
】
11
月
30
日(

水)

午
後
５
時 

 

※
申
込
用
紙
は
駐
在
所
に
あ
り
ま
す
。 

 

※
経
験
の
有
無
を
問
わ
ず
、
奮
っ
て
ご
参
加
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

母
島
駐
在
所 

   

３―

２
１
１
０ メールアドレス 

小笠原支庁 

ホームページ 

新
し
い
東
京
都
小
笠
原
住
宅 

に
関
す
る
建
設
計
画
村
民
説
明
会 

第
１
回
農
業
者
セ
ミ
ナ
ー
開
講 

の
お
知
ら
せ 

南
島
外
来
植
物
駆
除 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集 

母
島
防
犯
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会 
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小
笠
原
村
健
康
診
断
を
下
記
の
と
お
り
実
施
し
ま

す
。 

【
予
約
受
付
期
間
】 

 

健
診
を
受
け
る
に
は
予
約
が
必
要
で
す
。 

 

11
月
４
日
（
金
）
～
17
日
（
木
） 

 

午
前
８
時
～
午
後
５
時
15
分 

（正
午
～
午
後
１
時
30
分
、
土
日
・祝
日
は
除
く
） 

 

【
予
約
方
法
】 

 

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
に
よ
り
、
窓
口
の
混
雑

を
避
け
る
た
め
電
話
で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。 

 

【
予
約
申
込
先
】 

《
父
島
》
村
民
課
住
民
係 

 
 
  

２―

３
１
１
３ 

 
 
 
 

予
約
専
用
携
帯
電
話
（
父
島
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

０
８
０-

８
８
６
７-

３
４
３
２ 

 

※
11
月
18
日
以
降
の
予
約
専
用
携
帯
電
話
は
新

型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
予
約
番
号
に
変
更
と
な

り
ま
す
。 

《
母
島
》
母
島
支
所
庶
務
係 

 
  

３―

２
１
１
１ 

 

※
電
話
予
約
の
際
に
、
氏
名
、
年
齢
、
生
年
月
日
、

電
話
番
号
、
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
の
種

類
、
希
望
の
日
時
・
検
査
項
目
を
お
伝
え
く
だ

さ
い
。
日
時
は
、
時
間
帯
ご
と
に
人
数
制
限
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
希
望
ど
お
り
に
い
か
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
。 

 

※
午
前
中
は
大
変
込
み
合
い
ま
す
。
胃
が
ん
検
診

を
受
診
さ
れ
な
い
方
は
、
な
る
べ
く
午
後
の
時

間
帯
を
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。
血
液
検
査
の
数

値
は
食
後
の
時
間
を
計
算
し
て
実
施
す
る
の

で
、
午
後
の
受
診
で
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。 

 

【
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
】 

以
下
の
こ
と
に
注
意
し
て
実
施
し
ま
す
。 

〇
入
口
で
体
温
測
定
を
行
い
ま
す
。
37
度
以
上
の

方
は
再
度
測
定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

〇
体
調
の
悪
い
方
は
、
受
診
を
お
控
え
く
だ
さ
い
。 

〇
会
場
内
で
は
マ
ス
ク
着
用
の
う
え
、
手
指
消
毒
へ

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

〇
会
場
内
は
入
口
の
ド
ア
、
窓
な
ど
開
け
換
気
を
行

い
ま
す
。 

〇
予
約
時
間
前
に
来
場
さ
れ
た
場
合
は
、
混
雑
緩
和

の
た
め
、
会
場
外
で
お
待
ち
い
た
だ
く
こ
と
が
あ

り
ま
す
。 

 

【
検
診
内
容
】 

○
基
本
健
診
（
特
定
健
康
診
査
等
） 
 

○
そ
の
他
が
ん
検
診
等
（
胃
が
ん
検
診
、
肺
が
ん
結

核
検
診
、
乳
が
ん
検
診
、
子
宮
頸
が
ん
検
診
、
前

立
腺
が
ん
検
診
、
肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
検
査
、
骨
粗
し

ょ
う
症
検
診
） 

 

【
対
象
者
】
年
齢
基
準
日
は
令
和
５
年
３
月
31
日 

《
基
本
健
診
》 

○
30
歳
～
39
歳
で
、
村
に
住
所
を
有
す
る
方
（
加

入
さ
れ
て
い
る
保
険
に
よ
っ
て
、
基
本
健
診
の
対

象
で
な
い
方
も
い
ま
す
。） 

○
40
歳
～
74
歳
で
、
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者

の
方
（
年
度
の
途
中
に
国
保
に
加
入
し
た
方
も
含

む
） 

○
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
の
方 

○
40
歳
以
上
の
生
活
保
護
受
給
者
の
方 

○
官
公
署
等
の
職
域
健
診
の
対
象
の
方 

 

○
協
会
け
ん
ぽ
東
京
支
部
の
被
保
険
者
で
35
歳
以

上
の
方 

○
「
特
定
健
診
受
診
券
」
を
お
持
ち
の
方
で
、
村
役

場
で
の
受
付
を
済
ま
せ
た
方 

 

《
そ
の
他
が
ん
検
診
等
》 

○
胃
が
ん
検
診 

…

50
歳
以
上
の
方
も
し
く
は
昨
年
度
内
視
鏡
検

査
で
所
見
の
あ
っ
た
方 

○
肺
が
ん
結
核
検
診
（Ｘ
線
）・大
腸
が
ん
検
診
（※
１
） 

…

40
歳
以
上
の
方 

○
喀
痰
検
査
に
よ
る
肺
が
ん
検
診(

※
２) 

…

50
歳
以
上
の
ハ
イ
リ
ス
ク
な
方
等 

○
婦
人
科
検
診
（乳
が
ん
検
診
・子
宮
頸
が
ん
検
診
） 

…

30
歳
以
上
の
方
／
事
前
申
し
込
み
を
し
た 

20
歳
・
25
歳
の
方
（
子
宮
頸
が
ん
の
み
） 

○
前
立
腺
が
ん
検
診 

…

基
本
検
診
受
診
者
で
50
歳
以
上
の
方 

○
肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
検
査…

40
歳
の
方 

○
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診 

 

…

40
歳
以
降
で
５
歳
刻
み
の
節
目
年
齢
の
方 

 ※
所
属
さ
れ
て
い
る
事
業
所
で
健
康
保
険
に
加
入
さ

れ
て
い
る
方
で
、
事
業
所
の
実
施
す
る
健
康
診
断

を
受
診
さ
れ
た
方
、
受
診
す
る
予
定
の
方
は
、
基

本
健
診
の
対
象
者
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

※
基
本
健
診
受
診
対
象
者
で
な
い
方
は
、
住
民
と
し

て
が
ん
検
診
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
前
立

腺
が
ん
検
診
を
除
く
）。 

※
基
本
健
診
の
受
診
対
象
者
で
な
い
方
で
、《
そ
の

他
が
ん
検
診
等
》
を
受
診
す
る
方
は
、
受
診
票
の

作
成
が
必
要
な
た
め
、
事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。 

※
職
域
健
診
の
対
象
者
は
年
齢
基
準
が
異
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
職
場
の
担
当
者
の
方
に
ご
確
認

く
だ
さ
い
。 

 

※
１
：
大
腸
が
ん
検
診
（
１
次
検
査
） 

 
検
便
に
よ
る
便
潜
血
検
査
に
な
り
ま
す
。
２
次
検

査
は
、
内
地
医
療
機
関
で
の
検
査
と
な
り
ま
す
。 

 

健
康
診
断
を
ご
予
約
の
際
に
お
申
込
み
い
た
だ

き
、
表
の
日
程
で
検
体
容
器
を
お
受
け
取
り
く
だ
さ

い
。（
母
島
で
受
け
取
っ
た
容
器
を
父
島
で
使
用
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
仕
事
の
都
合
等
で
父
島
で

受
信
さ
れ
る
場
合
は
、
父
島
健
診
期
間
中
に
改
め
て

申
込
み
く
だ
さ
い
。） 

 

                         

※
２
：
喀
た
ん
検
査
に
よ
る
肺
が
ん
検
診 

50
歳
以
上
で
喫
煙
指
数
（
１
日
の
喫
煙
本
数×

喫
煙
年
数
）
が
６
０
０
以
上
、
も
し
く
は
40
歳
以

上
で
６
か
月
以
内
に
血
痰
の
あ
っ
た
ハ
イ
リ
ス
ク
の

方
が
対
象
で
す
。 

専
用
容
器
に
３
日
間
の
「
た
ん
」
を
取
り
、
提
出

し
て
い
た
だ
く
だ
け
の
簡
単
な
も
の
で
す
。
採
取
し

た
検
体
は
11
月
の
小
笠
原
村
健
康
診
断
の
際
に
ご

提
出
く
だ
さ
い
。 

検
体
容
器
や
質
問
票
な
ど
を
配
布
し
ま
す
の
で
、

直
接
申
込
み
先
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。
申
込
み

は
、
代
理
の
方
で
も
結
構
で
す
。 

《
容
器
配
布
期
間
》 

11
月
４
日
（
金
）
～
11
月
17
日
（
木
） 

 

 

検体容器配布日・ 

受取場所 
採便日 提出日 提出時間 提出場所 

父

島 

 

11月 23日～28日 

 

地域福祉センター 

11月 27日～ 

11月 30日 

のうち 2日間 

11月 28日 13～15時 
地域福祉 

センター 

11月 30日 
9時 30分～ 

10時 30分 

地域福祉 

センター 

母

島 

 

11月 4日～17日 

 

母島支所 

11月 19日～ 

11月 21日 

のうち 2日間 

11月 20日 
8～11時 

13～15時 
母島診療所 

11月 21日 8～11時 母島診療所 

※提出時間厳守でお願いいたします。 

 

 

 

第
45
回
小
笠
原
村
健
康
診
断 

大腸がん検診 
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【
健
診
受
診
の
注
意
事
項
】 

○
対
象
者
に
は
、
11
月
初
旬
に
受
診
票
を
送
付
い

た
し
ま
す
。
受
診
票
が
届
か
な
い
場
合
は
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。 

○
国
保
年
度
途
中
加
入
者
で
受
診
票
が
届
か
な
い
方

は
、
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。 

○
健
診
当
日
は
必
要
事
項
を
記
入
し
た
受
診
票
を
お

持
ち
く
だ
さ
い
。 

○
「
特
定
健
診
受
診
券
」
を
お
持
ち
の
方
は
、
受
診

券
と
保
険
証
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。 

○
今
年
度
40
歳
に
な
る
方
は
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検

診
を
実
施
し
ま
す
。
受
診
票
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。 

○
父
島
の
肺
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
は
保
健
所
で
実
施
し

ま
す
。
先
に
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
受
付
を
済
ま
せ
て

か
ら
、
保
健
所
に
行
く
よ
う
ご
案
内
し
ま
す
。 

○
予
約
時
間
は
受
付
時
間
の
目
安
で
す
。
受
診
時
間

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
呼
び
出
し
の
順
番
は
予
約
時

間
を
優
先
し
て
い
ま
す
が
、
受
付
時
間
を
過
ぎ
て

し
ま
っ
た
場
合
は
、
次
の
予
約
枠
の
方
が
優
先
と

な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

○
父
島
の
婦
人
科
検
診
・
胃
が
ん
検
診
は
、
待
ち
時

間
が
１
～
２
時
間
以
上
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
両
検
診
を
同
日
に
受
診
す
る
場
合
は
、

午
前
と
午
後
に
分
け
て
の
予
約
と
な
り
ま
す
。

（
当
日
の
混
み
具
合
に
よ
っ
て
午
前
中
に
両
検
診

を
ご
案
内
で
き
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。） 

○
婦
人
科
検
診
に
つ
い
て
、
ク
ー
ポ
ン
券
を
使
っ
て

内
地
で
受
診
し
た
方
、
ま
た
は
受
診
す
る
予
定
の

方
は
、
今
回
の
健
康
診
断
で
は
受
診
で
き
ま
せ

ん
。 

○
健
診
機
関
及
び
小
笠
原
村
に
よ
る
健
診
に
お
け
る

個
人
情
報
の
取
得
に
関
し
て
は
、
健
診
の
受
付
を

し
た
段
階
で
同
意
さ
れ
た
も
の
と
み
な
す
こ
と
と

い
た
し
ま
す
。 

○
健
診
期
間
中
上
京
さ
れ
て
い
る
方
は
、
11
月
21

日
～
１
月
31
日
ま
で
、「
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
元

氣
プ
ラ
ザ
」
で
受
診
で
き
ま
す
。
申
し
込
み
は
受

診
票
が
届
い
て
か
ら
、
ご
自
身
で
ご
予
約
く
だ
さ

い
。
検
診
内
容
に
よ
っ
て
は
ご
希
望
の
日
時
に
添

い
か
ね
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

○
託
児
所
を
設
け
ま
す
の
で
、
お
子
さ
ま
連
れ
の
方

は
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

《
父
島
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
児
童
遊
戯
室 

《
母
島
》
沖
村
都
住
集
会
所 

 

【
健
診
受
付
時
間
】 

午
前
８
時
～
11
時
／
午
後
１
時
～
３
時 

 

 

※
父
島
の
婦
人
科
検
診
受
付
時
間 

 
 

午
後
４
時
ま
で
（
28
日
は
午
後
３
時
ま
で
） 

  

※
父
島
の
肺
が
ん
検
診
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影 

 
 

〇
午
前
８
時
30
分
～
正
午 

 
 

〇
午
後
１
時
30
分
～
４
時 

 
 
 
 

（
28
日
は
午
後
１
時
ま
で
） 

●
問
合
せ
先 

 
 

村
民
課
住
民
係 

 
 
 
 
 

２―

３
１
１
３ 

 
 

母
島
支
所
庶
務
係 

 
 
 
 

３―

２
１
１
１ 

                  

   

今
年
度
も
引
き
続
き
、
風
し
ん
抗
体
検
査
を
健
康

診
断
の
と
き
に
同
時
に
実
施
い
た
し
ま
す
。 

 

【
対
象
者
】 

昭
和
37
年
４
月
２
日
生
ま
れ
～
昭
和
54
年
４
月

１
日
生
ま
れ
の
男
性
で
、
今
ま
で
風
し
ん
抗
体
検
査

及
び
風
し
ん
予
防
接
種
を
受
け
て
い
な
い
方
。 

 

 【
申
込
方
法
】 

①
基
本
健
診
を
受
診
さ
れ
る
方 

今
ま
で
通
り
11
月
４
日
か
ら
始
ま
る
予
約
受
付

を
し
て
く
だ
さ
い
。
健
診
会
場
で
ク
ー
ポ
ン
券
を

発
行
し
ま
す
。 

②
基
本
健
診
受
診
対
象
者
で
な
い
方 

《
父
島
》
健
診
期
間
中
の
午
後
１
時
か
ら
３
時
ま
で

の
間
に
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ
お
越
し
く
だ

さ
い
。 

《
母
島
》
健
診
期
間
中
に
健
診
会
場
（
母
島
診
療

所
）
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

 

【
持
ち
物
】
ご
本
人
確
認
で
き
る
も
の
（免
許
証
、 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
保
険
証
等
） 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

村
民
課
住
民
係 

 
 
 
 
 

２―

３
１
１
３ 

 
 

母
島
支
所
庶
務
係 

 
 
 
 

３―

２
１
１
１ 

           
 

 

 

 

母島：診療所 父島：福祉センター／肺レントゲン撮影は保健所 

11／20（日） 11／21（月） 11／23（水） 11／24（木） 11／25（金） 11／26（土） 11／27（日） 11／28（月） 

午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 

基本

健診 
○ ○ ○  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

肺が

ん ○ ○ ○  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

婦人

がん ○ ○ ○  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
３時

まで 

胃が

ん ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  

 

 

風
し
ん
抗
体
検
査 
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
症
の
流
行
に
鑑

み
、
今
年
度
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
料
金
の

全
額
助
成
を
行
い
ま
す
。
窓
口
で
の
負
担
は
あ
り
ま

せ
ん
。 

 

【
対
象
者
】 

小
笠
原
村
内
に
住
民
登
録
し
て
い
て
①
、
②
に
該

当
す
る
方 

 

①
接
種
日
に
お
い
て
、
65
歳
以
上
の
方 

 

②
接
種
日
に
お
い
て
、
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で

あ
っ
て
、
心
臓
・
じ
ん
臓
・
呼
吸
器
の
機
能

ま
た
は
、
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

免
疫
の
機
能
に
障
害(

身
体
障
害
者
手
帳
１
級

程
度)

を
有
す
る
方(

要
認
定) 

 

【
接
種
回
数
】
１
回 

【
実
施
期
間
】
令
和
５
年
１
月
31
日
ま
で 

 

〇
助
成
対
象
の
方
は
接
種
を
受
け
る
際
、
診
療
所
に

て「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
予
診
票
」(

水
色)

に

記
入
し
診
療
所
窓
口
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。 

〇
助
成
対
象
者
②
に
該
当
す
る
方
は
、
認
定
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
接
種
前
に
村
民
課
福
祉
係
に
お
問

合
せ
下
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課 

福
祉
係 

２―

３
９
３
９ 

     

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
に
つ
い
て
、
村
内
の

生
活
保
護
世
帯
及
び
村
民
税
非
課
税
世
帯
に
該
当
す

る
方
は
、
接
種
費
用
を
公
費
助
成
い
た
し
ま
す
。 

 ≪

生
活
保
護
世
帯
の
方≫

 

 

小
笠
原
村
診
療
所
及
び
母
島
診
療
所
で
は
、
窓
口

で
の
自
己
負
担
額
無
し
で
接
種
で
き
ま
す
。 

 
 

≪

非
課
税
世
帯
の
方≫

 

 

助
成
を
受
け
る
方
は
、
予
防
接
種
後
、
村
役
場
及

び
母
島
支
所
に
て
「
村
民
税
非
課
税
証
明
書
」
を
取

得
し
、
申
請(

還
付)

の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
手
続
き
に
は
次
の
も
の
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。 

 

〇
印
鑑 

 

〇
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
際
の
領
収
書 

 

〇
振
込
先
が
わ
か
る
も
の 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課 

福
祉
係 

２―

３
９
３
９ 

    
平
成
26
年
10
月
１
日
か
ら
高
齢
者
の
肺
炎
球
菌

予
防
接
種
が
定
期
接
種
に
追
加
さ
れ
、
令
和
４
年
度

も
予
防
接
種
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
小
笠
原
村
で

は
、
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
費
に
つ

い
て
、
村
内
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
次
に
該
当
す
る

方
は
接
種
費
用
１
回
に
限
り
、
予
防
接
種
の
助
成
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。 

 【
接
種
対
象
者
】 

①
令
和
４
年
度
中
に
65
歳
、
70
歳
、
75
歳
、 

80
歳
、
85
歳
、
90
歳
、
95
歳
、
１
０
０
歳
に

な
る
方
。 

※
対
象
者
①
の
方
に
は
個
別
に
予
診
票
を
お
送
り
し

て
お
り
ま
す
。 

②
接
種
日
に
お
い
て
、
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
あ

っ
て
、
心
臓
・
じ
ん
臓
・
呼
吸
器
の
機
能
ま
た

は
、
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
の
機

能
に
障
害(

身
体
障
害
者
手
帳
１
級
程
度)

を
有
す

る
方
。 

※
助
成
対
象
者
②
に
該
当
す
る
方
は
、
認
定
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
接
種
前
に
村
民
課
福
祉
係
に
お
問

合
せ
下
さ
い
。 

③
対
象
者
①
に
該
当
し
な
い
が
、
接
種
を
ご
希
望
の

65
歳
以
上
の
方
。 

 

【
自
己
負
担
額
】 

 

〇 

接
種
対
象
者
①
及
び
②
の
方…

５
７
０
円 

〇 

接
種
対
象
者
③
の
方…

３
，
０
７
０
円 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課 

福
祉
係 

２―

３
９
３
９ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

    

11
月
の
定
期
予
防
接
種
の
日
程
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。 

【
父
島
】 

《
日
時
》
11
月
10
日(

木)

午
後
２
時
30
分
～
４
時 

《
場
所
》小
笠
原
村
診
療
所 

※
父
島
は
予
約
制
で
す
。
接
種
日
の
２
日
前
ま
で
に

福
祉
係
に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

【
母
島
】 

《
日
時
》
11
月
10
日(

木)

午
後
３
時
30
分
～
４
時 

《
場
所
》母
島
診
療
所 

 ○
接
種
可
能
予
防
接
種 

 

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
、
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
、
四
種

混
合
ワ
ク
チ
ン
、
Ｂ
Ｃ
Ｇ
ワ
ク
チ
ン
、
麻
し
ん
風
し
ん
混

合
ワ
ク
チ
ン
、
水
痘
ワ
ク
チ
ン
、
日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
、

Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
、
ロ
タ
ワ
ク
チ
ン 

 
 ●

問
合
せ
先 

村
民
課 

福
祉
係 

２―

３
９
３
９ 

 
 
 
 
 
 

母
島
支
所 

 
 
 

３―

２
１
１
１ 

    

対
象
者
の
方
に
は
、
個
別
通
知
を
い
た
し
ま
す
。 

【
対
象
者
】 

４
か
月
、
７
か
月
、
10
か
月
、
１
歳
６
か
月
、

２
歳
６
か
月
、
３
歳
の
乳
幼
児 

【
日 

時
】
11
月
17
日(

木) 
 

受
付
時
間 

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分
、 

午
後
２
時
～
３
時 

【
場 

所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
大
会
議
室 

※
な
お
、
６
歳
未
満
の
乳
幼
児
で
計
測
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
お
手
数
で
す
が
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

(

役
場
で
体
重
測
定
の
み
行
い
ま
す) 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課 

福
祉
係 

２―

３
９
３
９ 

     

身
長
・
体
重
等
の
測
定
を
行
い
ま
す
。
母
子
手
帳

を
ご
持
参
下
さ
い
。
事
前
予
約
は
不
要
で
す
。 

【
対
象
者
】
０
歳
～
６
歳
の
乳
幼
児 

【
日 

時
】
11
月
15
日(

火) 

受
付
時
間 

午
前
10
時
～
11
時 

【
場 

所
】
母
島
診
療
所
２
階
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
ル
ー
ム 

 

●
問
合
せ
先 

母
島
支
所 

 
 
 

３―

２
１
１
１ 

   

栄
養
士
と
旬
の
食
材
を
使
っ
た
離
乳
食
に
つ
い
て

学
び
ま
せ
ん
か
？
ま
た
、
ご
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

事
前
に
申
込
み
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

【
対
象
者
】
お
お
よ
そ
４
か
月
か
ら
12
か
月
の 

お
子
さ
ま
と
保
護
者 

【
日 

時
】
11
月
14
日(

月) 

午
前
10
時
～
11
時
30
分 

【
場 

所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
大
会
議
室 

 

【
持
ち
物
】
お
子
様
用
エ
プ
ロ
ン
、
筆
記
用
具 

【
申
込
締
切
】
11
月
７
日(

月) 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 

村
民
課 

福
祉
係 

 
 
 
  

２―

３
９
３
９ 

 

高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費 

に
つ
い
て 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費
助
成
に
つ
い
て 

 

 

高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
費
に
つ
い
て 

定
期
予
防
接
種 

乳
幼
児
健
診
・
歯
科
健
診(

父
島) 

乳
幼
児
計
測
会(

母
島) 

育
児
学
級(

離
乳
食)(

父
島) 
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母
島
診
療
所
は
、
小
笠
原
村
健
康
診
断
実
施
日
を

休
診
と
い
た
し
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

 

な
お
、
救
急
患
者
発
生
時
は
、
１
１
９
番
へ
お
電

話
し
て
く
だ
さ
い
。 

【
休
診
日
】
11
月
21
日(

月) 

【
休
診
科
目
】
医
科
・
歯
科 

 

●
問
合
せ
先 

母
島
診
療
所 

 
 

３―

２
１
１
５ 

    

【
休
診
日
】
11
月
22
日(

火)

～
12
月
９
日(

金) 

 

●
問
合
せ
先 

母
島
診
療
所 

 
 

３―

２
１
１
５ 

             

   

11
月
の
調
整
金
を
含
む
旅
客
・
貨
物
運
賃
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
翌
月
以
降
の
調
整
金
ま
た
は
、
掲

載
に
な
い
料
金
は
直
接
営
業
所
２―

２
１
１
１
ま

で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

※
（
）
内
は
変
動
調
整
額
と
な
り
ま
す
。 

                               

   

日
本
の
伝
統
文
化
で
あ
る
「
お
茶
の
世
界
」
に
触

れ
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

「
お
茶
の
お
作
法
や
心
」
を
学
ん
で
い
る
子
ど
も
た

ち
が
皆
さ
ま
を
お
迎
え
し
、
お
点
前(

お
茶)

を
差
し

上
げ
ま
す
。
ぜ
ひ
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

【
対
象
】 

ど
な
た
で
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
が
、
事
前
申

し
込
み
が
必
要
で
す
。
小
さ
な
お
子
さ
ま
も
、
付
添

い
の
方
が
ご
一
緒
で
、
静
か
に
座
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。 

【
日
時
】
11
月
５
日(

土) 

午
後
１
時
～
５
時 

※
密
を
避
け
る
た
め
、
お
申
し
込
み
受
付
後
、
時
間

を
振
り
分
け
て
（
一
席
30
分
く
ら
い
）
ご
案
内

い
た
し
ま
す
。 

【
参
加
費
】
五
百
円 

(

お
茶
、
お
菓
子
、
黒
文
字
、
保
険
料) 

【
申
込
方
法
】
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル 

【
申
込
締
切
】
11
月
２
日(

水) 

【
持
ち
物
】
白
い
靴
下
、
ハ
ン
カ
チ
、
参
加
費 

【
場
所
】
奥
村
フ
ラ
ッ
ト
ハ
ウ
ス 

【
主
催
】
小
笠
原
文
化
遺
産
活
用
実
行
委
員
会 

【
講
師
】
竹
田
宗
洋 

(

補
助
員
派
遣
：
小
笠
原
茶
道
会) 

※
茶
道
団
体
の
感
染
拡
大
防
止
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
従

っ
て
開
催
を
し
ま
す
。 

※
こ
の
事
業
は
、「
令
和
４
年
度
文
化
庁
伝
統
文
化

親
子
教
室
事
業
」
で
運
営
さ
れ
ま
す
。 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

竹
田
洋
子 

 

０
９
０―

１
０
２
１―

０
４
１
０ 

メ
ー
ル
：ogasawarasadou@yahoo.co.jp 

      

   

第
二
東
京
弁
護
士
会
主
催
の
電
話
無
料
法
律
相
談

を
島
し
ょ
部
住
民
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。 

【
相
談
内
容
】
無
料
一
般
相
談 

【
実
施
日
程
】
11
月
25
日(

金) 

【
実
施
時
間
】
午
前
10
時
～
正
午 

(

１
件
あ
た
り
概
ね
20
分
枠) 

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
予
約
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
前
日
ま
で
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 ●
問
合
せ
先
・
予
約
電
話
番
号 

第
二
東
京
弁
護
士
会
法
律
相
談
課 

 
 
 
 
 
 
 
 

０
３―

３
５
８
１―

２
２
５
０ 

(

受
付
時
間
：
平
日 

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分) 

  

   

東
京
三
弁
護
士
会
主
催
に
よ
る
法
律
相
談
を
開
催

し
ま
す
。
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機

会
を
ご
利
用
下
さ
い
。(

※
予
約
が
必
要
で
す
。) 

 

【
相
談
内
容
・
時
間
】 

無
料
法
律
相
談(

１
コ
マ
40
分
以
内) 

※
相
談
の
際
は
マ
ス
ク
の
着
用
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。 

《
母
島
》 

【
日
時
】
12
月
３
日(

土)

午
後
７
時
～
９
時 

【
場
所
】
母
島
支
所 

《
父
島
》 

【
日
時
】
12
月
４
日(

日)

午
後
５
時
～
７
時 

【
場
所
】
村
役
場 

【
予
約
受
付
時
間
】
午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時 

(

土
、
日
、
祝
祭
日
お
よ
び
正
午
～
午
後
１
時
を
除
く) 

●
問
合
せ
先
・
予
約
電
話
番
号 

法
律
相
談
セ
ン
タ
ー 

 

０
３―

３
５
９
５―

８
５
７
５ 

単位：円 単位：円

等級 大人 学生 小人 18,795 等級 大人 小人

62,870 53,790 31,440 (+2,867) 5,310 2,660

(+13,370) (+11,440) (+6,680) 17,497 (+1,360) (+680)

45,410 36,330 22,710 (+2,669) 6,380 3,190

(+9,660) (+7,730) (+4,830) 16,095 (+1,640) (+820)

34,210 27,370 17,110 (+2,455) 等級 A(3名用) B(2名用)

(+7,280) (+5,820) (+3,640) 1,883

30,030 24,030 15,020 (+287)

(+6,390) (+5,110) (+3,200) 1,402 10,197

等級 村民 村民小人 身障者 (+214) (+1,749)

49,250 24,630 31,440 9,559

(+10,470) (+5,240) (+6,680) (+1,639)

31,790 15,900 22,710 8,922

(+6,760) (+3,380) (+4,830) (+1,530)

23,950 11,980 17,110 1,021

(+5,090) (+2,550) (+3,640) (+175)

21,030 10,520 15,020 770

(+4,480) (+2,240) (+3,200) (+132)

5,000 3,000

2等和室
小口

0.075t以下

貨
物
運
賃

1等品

1等 2等品

特2等寝台 3等品

2等寝台
小口

0.1t以下

2等和室
小口

0.075t以下

3等品

2等寝台
小口

0.1t以下
個室椅子席

11月の燃料油価格変動調整金

お
が
さ
わ
ら
丸

旅
客
運
賃

貨
物
運
賃

1等品

小
笠
原
海
運
㈱
 
0
3

(

3
4
5
1

)

5
1
7
1

は
は
じ
ま
丸

旅
客
運
賃

伊
豆
諸
島
開
発
㈱
 
0
3

(

3
4
5
5

)

3
0
9
0

1等 2等

2等品

特2等寝台
村民割引
2等往復

母
島
診
療
所
の
休
診 

母
島
診
療
所(

歯
科)

の
休
診 

小
笠
原
海
運
か
ら
の
お
知
ら
せ 

子
ど
も
茶
会
開
催 

お
客
さ
ま
募
集 

電
話
に
よ
る
無
料
法
律
相
談 

東
京
三
弁
護
士
会
に
よ
る
法
律
相
談 



  NO．748  令和 4（2022）年 11 月 1 日（火）                         編集・発行  小笠原村総務課 

 

-10- 

        

村
で
は
、
近
年
、
生
息
数
が
激
減
し
て
い
る
オ
ガ

サ
ワ
ラ
カ
ワ
ラ
ヒ
ワ
を
保
全
す
る
た
め
、
繁
殖
地
で

あ
る
平
島
に
お
い
て
、
オ
ガ
サ
ワ
ラ
カ
ワ
ラ
ヒ
ワ
の

巣
を
襲
う
ド
ブ
ネ
ズ
ミ
の
生
息
密
度
を
低
減
さ
せ
る

た
め
の
殺
鼠
剤
散
布
を
計
画
し
て
い
ま
す
。 

こ
の
計
画
に
つ
い
て
住
民
の
方
に
お
知
ら
せ
し
て

ご
意
見
等
を
い
た
だ
く
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。 

 

【
日
時
】
11
月
18
日(

金) 

午
後
６
時
～ 

【
場
所
】
母
島
支
所 

大
広
間 

※
参
加
申
込
は
不
要
で
す
。 

●
問
合
せ
先 

 
 

環
境
課
自
然
環
境
係 

 
 
 

２―

２
２
７
０ 

     

村
民
の
皆
さ
ま
が
小
笠
原
の
貴
重
な
自
然
を
よ
り

身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
、「
村
民

参
加
の
森
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
継
続
し
て
実

施
し
て
い
ま
す
。 

今
回
は
「
母
島
の
森
」
で
石
や
木
材
を
用
い
た
近

自
然
工
法
に
よ
る
道
づ
く
り
を
実
施
し
ま
す
。
皆
さ

ま
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

 

【
日
時
】
11
月
19
日(

土)  

 
 
 
 

午
前
９
時
～
11
時
30
分 

 

【
集
合
・
作
業
場
所
】 

母
島
の
森(

母
島
静
沢
の
村
有
地
、
現
地
集
合) 

 

【
申
込
方
法
】 

11
月
17
日(

木)

ま
で
に
問
合
せ
先
に
お
電
話
く

だ
さ
い
。 

【
実
施
内
容
】
近
自
然
工
法
に
よ
る
道
づ
く
り 

【
服
装
・
持
ち
物
】 

作
業
し
や
す
い
服
装
、
軍
手
、
飲
み
物
な
ど 

※
作
業
に
必
要
な
道
具
等
は
貸
与
し
ま
す
。 

※
現
地
の
場
所
を
知
ら
な
い
方
は
ご
相
談
く
だ
さ

い
。 

●
問
合
せ
先 

 
 

環
境
課
自
然
環
境
係 

 
 
 

２―

２
２
７
０ 

    

５
月
、
７
月
に
中
止
と
な
っ
た
村
民
向
け
弟
島
視

察
会
を
、
改
め
て
実
施
し
ま
す
。 
 

 
弟
島
は
、
オ
ガ
サ
ワ
ラ
グ
ワ
が
ま
と
ま
っ
た
個
体

数
生
育
す
る
島
で
あ
り
、
オ
ガ
サ
ワ
ラ
ア
オ
イ
ト
ト

ン
ボ
な
ど
小
笠
原
固
有
ト
ン
ボ
５
種
の
全
て
の
生
息

が
確
認
で
き
る
唯
一
の
島
で
す
。 

 

こ
の
島
で
の
動
植
物
保
全
の
取
組
に
つ
い
て
話
を

聞
き
な
が
ら
、
現
地
を
歩
き
ま
す
。 

        

【
日
時
】
11
月
23
日(

水
・
祝
日) 

 
 
 
 

午
前
８
時
～
午
後
３
時
30
分
頃 

※
天
候
不
良
等
の
場
合
の
予
備
日
11
月
26
日(

土) 

 

【
集
合
・
解
散
場
所
】
宮
之
浜 

 

【
募
集
人
数
】
30
名
程
度(

事
前
申
込
制) 

            

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り 

※
今
年
度
の
視
察
会
に
初
参
加
の
方
を
優
先
し
ま

す
。 

【
申
込
締
切
】
11
月
18
日(

金)

ま
で 

 

【
応
募
資
格
】 

次
の
①
②
③
に
該
当
す
る
方
。 

①
小
笠
原
村
に
住
所
を
有
す
る
高
校
生
以
上
の
方 

②
体
力
に
自
信
の
あ
る
方(

目
安
と
し
て
、
高
山
経

由
ジ
ョ
ン
ビ
ー
チ
の
遊
歩
道
、
乳
房
山
遊
歩
道
が

余
裕
を
持
っ
て
歩
け
る
程
度) 

※
視
察
す
る
コ
ー
ス
は
、
遊
歩
道
と
し
て
整
備
さ
れ

て
い
な
い
た
め
足
場
が
悪
く
、
想
像
以
上
に
体
力

を
消
耗
し
ま
す
。
ご
自
身
の
体
力
や
体
調
を
踏
ま

え
て
参
加
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。 

③
ス
パ
イ
ク
足
袋
を
お
持
ち
の
方(

ス
パ
イ
ク
足
袋

を
お
持
ち
で
な
い
場
合
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
一

部
貸
与
も
可
能
で
す
。) 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

環
境
課
自
然
環
境
係 

 
 
 

２―

２
２
７
０ 

       

◎
母
島
巡
回
ペ
ッ
ト
診
療
・
相
談 

 

小
笠
原
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
動
物
対
処
室(

父
島)

の
獣
医
師
に
よ
る
「
母
島
巡
回
ペ
ッ
ト
診
療
・
相

談
」
を
行
い
ま
す
。
い
ざ
と
い
う
時
に
備
え
て
ペ
ッ

ト
の
体
調
に
関
わ
ら
ず
、
こ
の
機
会
に
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。 

【
診
療
日
程
】 

11
月
24
日(

木) 

午
前
11
時
～
正
午 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

午
後
２
時
～
４
時
30
分 

11
月
25
日(
金) 

午
前
８
時
30
分
～
正
午 

【
申
込
締
切
】
11
月
18
日(

金)

ま
で 

【
場
所
】
ご
自
宅
へ
の
往
診
を
基
本
と
し
ま
す
。 

【
注
意
事
項
】
診
療
・
相
談
は
事
前
予
約
制
で
す
。 

 
 
 
 
 
 

診
療
は
有
料
、
相
談
は
無
料
で
す
。 

【
予
約
申
込
み
先
】 

動
物
対
処
室 

０
７
０―

１
０
５
４―

３
４
６
７ 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
動
物
協
議
会
事
務
局 

(

環
境
課
自
然
環
境
係) 

 

２-

２
２
７
０ 

     

集
落
周
辺
の
山
域(

母
島
は
桑
ノ
木
山
以
北
も
含

む)

に
て
、
シ
ロ
ア
リ
駆
除
事
業
を
実
施
し
ま
す
。 

 

 

こ
の
期
間
中
に
は
、
家
屋
に
シ
ロ
ア
リ
が
入
っ
て

い
な
い
か
の
点
検
や
、
敷
地
内
の
樹
木
に
イ
エ
シ
ロ

ア
リ
や
ヤ
マ
ト
シ
ロ
ア
リ
を
見
つ
け
た
場
合
に
は
無

料
で
駆
除
し
て
お
り
ま
す
。 

 

シ
ロ
ア
リ
か
ら
の
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め

に
は
、
早
期
の
発
見
が
重
要
と
な
り
ま
す
の
で
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

 

な
お
点
検
を
ご
利
用
す
る
場
合
に
は
事
前
に
申
込

み
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
問
合
せ
先
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。 

※
家
屋
に
シ
ロ
ア
リ
が
付
き
に
く
く
な
る
防
蟻
処
理

や
家
屋
内
の
シ
ロ
ア
リ
駆
除
に
つ
い
て
は
、
専
門
業

者
に
よ
る
有
料
施
工
と
な
り
ま
す
。 

 

【
申
込
期
間
】
11
月
７
日(

月)

～
22
日(

火) 

【
日
程
】
※
日
曜
日
は
除
く 

《
母
島
》
11
月
24
日(

木)

～
30
日(

水) 

 
 
 
 

12
月
12
日(

月) 

《
父
島
》
11
月
21
日(

月) 

～
23
日(

水) 

 
 
 
 

11
月
30
日(

水)

～
12
月
６
日(

火) 

 
 
 
 

12
月
12
日(

月)

～
13
日(

火) 

 

●
問
合
せ
先 

 

環
境
課 

生
活
環
境
係 

 
 
 

２―

２
２
７
０ 

 

母
島
支
所 

庶
務
係 

 
 
 
 

３―

２
１
１
１ 

  

平
島
ネ
ズ
ミ
類
駆
除
計
画
に
関
す
る 

住
民
説
明
会 (

母
島) 

村
民
参
加
の
森
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

～
母
島
の
森 

道
づ
く
り
体
験
の
ご
案
内
～ 

 

弟
島
視
察
会 

 

小
笠
原
動
物
協
議
会
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 

シ
ロ
ア
リ
対
策
事
業(

第
３
回)  
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オ
ナ
ガ
ミ
ズ
ナ
ギ
ド
リ
は
、
太
平
洋
・
イ
ン
ド
洋

の
亜
熱
帯
か
ら
熱
帯
地
域
の
海
上
で
生
活
し
て
い
る

海
鳥
で
す
。
夏
に
な
る
と
小
笠
原
諸
島
等
で
繁
殖

し
、
若
鳥
ま
で
成
長
す
る
11
月
か
ら
12
月
は
、
い

よ
い
よ
巣
立
ち
を
迎
え
ま
す
。 

 

光
に
向
か
っ
て
飛
ぶ
習
性
を
も
ち
、
巣
立
っ
た
ば

か
り
の
若
鳥
は
、
曇
っ
た
夜
、
街
灯
り
に
誘
わ
れ
て

不
時
着
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
翼
が
長
く
、
平
ら
な

地
面
で
は
上
手
く
飛
び
立
つ
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
車
に
ひ
か
れ
た
り
、
ノ

ネ
コ
に
襲
わ
れ
た
り
す
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
の

で
、
発
見
し
た
と
き
は
次
の
問
合
せ
先
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先  

《
父
島
》Ｉ
Ｂ
Ｏ
鳥
獣
レ
ス
キ
ュ
ー
（６
時
～
22
時
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

０
８
０―

２
０
３
５―

８
０
７
８ 

《
母
島
》東
京
都
鳥
獣
保
護
管
理
推
進
員 

 
 

       
 

宮
城 

 

０
８
０―

８
４
９
７―

３
７
６
４ 

小
笠
原
支
庁
産
業
課 

 
 
 
 
 

２―

２
１
２
５ 

       

東
京
都
で
は
、
父
島
の
植
生
回
復
を
図
る
た
め
、

銃
器
に
よ
る
ノ
ヤ
ギ
の
排
除
作
業
を
左
記
の
日
程
に

お
い
て
行
い
ま
す
。
本
事
業
の
実
施
に
伴
い
、
安
全

確
保
の
た
め
、
一
部
の
国
有
林
指
定
ル
ー
ト
及
び
遊

歩
道
を
通
行
止
め
に
い
た
し
ま
す
。
作
業
当
日
は
、

通
行
止
め
と
な
っ
た
ル
ー
ト
に
は
立
ち
入
ら
な
い
で

く
だ
さ
い
。
村
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の

ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

【
作
業
時
間
】
午
前
７
時
～
午
後
３
時 

※
入
港
日
は
正
午
ま
で 

【
作
業
区
域
】 

巽
湾
周
辺
か
ら
小
港
ま
で
の
沿
岸
及
び
そ
の
周
辺

山
域(

住
宅
地
及
び
東
平
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
を
除

く)

※
別
図
参
照 

 【
作
業
日
程
及
び
通
行
止
め
ル
ー
ト
】 

11
月
１
日(

火) 

東
海
岸
・
大
滝
で
の
作
業
に
つ
き
、
通
行
止
め
区

間
な
し 

11
月
５
日(

土) 

②
ガ
ジ
ュ
マ
ル
広
場
～
西
海
岸
指
定
ル
ー
ト 

11
月
６
日(

日) 

鳥
山
・
東
海
岸
・
大
滝
で
の
作
業
に
つ
き
、
通
行

止
め
区
間
な
し 

11
月
７
日(

月) 

④
時
雨
山
方
面
指
定
ル
ー
ト 

11
月
11
日(

金) 
①
八
ツ
瀬
橋
～
中
山
峠
・
高
山
・
ジ
ョ
ン
ビ
ー
チ

方
面
遊
歩
道 

11
月
12
日(
土) 

鳥
山
・
東
海
岸
・
大
滝
で
の
作
業
に
つ
き
、
通
行

止
め
区
間
な
し 

11
月
13
日(

日) 

④
時
雨
山
方
面
指
定
ル
ー
ト 

11
月
18
日(

金) 

 

①
八
ツ
瀬
橋
～
中
山
峠
・
高
山
・
ジ
ョ
ン
ビ
ー
チ

方
面
遊
歩
道 

11
月
19
日(

土) 

 

④
時
雨
山
方
面
指
定
ル
ー
ト 

11
月
23
日(

水) 

②
ガ
ジ
ュ
マ
ル
広
場
～
西
海
岸
指
定
ル
ー
ト 

11
月
25
日(

金) 

 

①
八
ツ
瀬
橋
～
中
山
峠
・
高
山
・
ジ
ョ
ン
ビ
ー
チ

方
面
遊
歩
道 

11
月
26
日(

土) 

③
つ
つ
じ
山
方
面
指
定
ル
ー
ト 

⑤
赤
旗
山
方
面
指
定
ル
ー
ト 

11
月
27
日(

日) 

 

東
海
岸
・
大
滝
で
の
作
業
に
つ
き
、
通
行
止
め
区

間
な
し 

           

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
支
庁
土
木
課
自
然
環
境
担
当
２―

２
１
６
７ 

      

小
笠
原
村
で
は
、
父
島
に
お
け
る
ノ
ヤ
ギ
に
よ
る

農
業
被
害
対
策
と
し
て
、
銃
器
に
よ
る
ノ
ヤ
ギ
の
駆

除
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
実
施
区
域
は
夜
明
道
路
か

ら
湾
岸
通
り
、
巽
道
路
の
周
辺
、
北
袋
沢
か
ら
小
港

海
岸
、
中
山
峠
の
周
辺
で
、
主
に
道
路
沿
い
を
周
回

し
ま
す
。
通
行
止
め
は
行
い
ま
せ
ん
が
、
実
施
区
域

に
入
る
際
は
、
ご
注
意
の
上
で
、
交
通
誘
導
等
へ
の

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

【
作
業
時
間
】
午
前
９
時
～
午
後
４
時 

【
作
業
日
程
】
11
月
17
日(

木)

、
24
日(

木) 

 
●
問
合
せ
先 

産
業
観
光
課 

 
 

２―

３
１
１
４ 

      
 

 

      

国
有
林
の
森
林
生
態
系
保
護
地
域
入
林
簡
易
講
習

会
に
つ
い
て
、
先
月
同
様
、
講
習
資
料
等
を
配
付
し

各
自
で
受
講
し
て
い
た
だ
く
講
習
と
し
、
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
票
等
の
提
出
を
持
っ
て
講
習
修
了
と
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
と
し
ま
す
。 

 

つ
き
ま
し
て
は
、
次
の
１
及
び
の
目
的
で
国
有
林

の
森
林
生
態
系
保
護
地
域
に
入
林
さ
れ
る
場
合
、
利

用
講
習
の
受
講
と
入
林
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
、
講
習
資
料
配
付
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
講
習
申

込
み
締
切
日
ま
で
に
、
事
前
に
電
話
で
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。 

 

１ 

村
民
で
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
目
的
で
指
定
ル
ー

ト
を
利
用
さ
れ
る
方(

村
民
レ
ク
簡
易
講
習) 

 

父
島
及
び
母
島
の
国
有
林
内
の
指
定
ル
ー
ト
を
利

用
す
る
た
め
の
簡
易
講
習
資
料
に
よ
り
各
自
受
講
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。
指
定
ル
ー
ト
を
利
用
す
る
た
め

に
は
、
講
習
修
了
と
入
林
申
請
に
よ
り
発
行
さ
れ
る

「
年
間
パ
ス
」
の
携
行
が
必
要
で
す
。 

 

２ 

調
査
・
研
究
及
び
作
業
等
の
目
的
で
入
林
さ
れ

る
方(

調
査
研
究
簡
易
講
習) 

 

森
林
生
態
系
保
護
地
域
に
お
い
て
、
調
査
・
研

究
、
同
補
助
及
び
作
業
の
目
的
で
入
林
す
る
た
め
に

は
、
簡
易
講
習
資
料
に
加
え
調
査
研
究
講
習
資
料
の

各
自
受
講
と
入
林
申
請
が
必
要
で
す
。 

 

※
１
、
２
共
に
有
効
期
間
は
２
年
間
と
な
り
ま
す
。

有
効
期
間
を
過
ぎ
て
引
き
続
き
の
入
林
を
希
望
さ

れ
る
場
合
に
は
、
再
度
講
習
の
受
講
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。 

 

※
１
、
２
の
事
務
の
流
れ
は
次
の
と
お
り
と
し
ま

す
。 

 

11
月
か
ら
12
月
は
オ
ナ
ガ
ミ
ズ
ナ
ギ
ド
リ

の
巣
立
ち
シ
ー
ズ
ン
で
す 

銃
器
に
よ
る
父
島
の
ノ
ヤ
ギ
排
除
及
び 

排
除
に
伴
う
国
有
林
指
定
ル
ー
ト
等
の 

通
行
止
め
に
つ
い
て 

小
笠
原
村
が
実
施
す
る
父
島
に
お
け
る 

銃
器
に
よ
る
ノ
ヤ
ギ
駆
除
に
つ
い
て 

 

国
有
林
の
森
林
生
態
系
保
護
地
域 

入
林
簡
易
講
習
会
に
つ
い
て 

(

父
島
・
母
島) 
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①
受
講
希
望
者
は
締
切
日
ま
で
に
電
話
に
て
申
込
み 

②
講
習
資
料
を
郵
送
に
て
送
付 

③
講
習
資
料
を
各
自
受
講
し
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
票
等

を
記
載
し
郵
送 

④
講
習
修
了
書
・
入
林
許
可
書
・
年
間
パ
ス
又
は
腕

章
の
交
付
。 

 

◎
父
島
・
母
島
講
習
申
込
み
締
切
日 

【
締
切
日
】
11
月
25
日(

金) 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー 

   

２―

３
４
０
３    

小
笠
原
総
合
事
務
所
国
有
林
課  

２―

２
１
０
３ 

 

      

小
笠
原
諸
島
は
固
有
種
が
数
多
く
生
息
・
生
育

し
、
こ
れ
ら
の
生
物
進
化
が
現
在
進
行
形
で
見
ら
れ

る
な
ど
、
島
嶼
に
お
け
る
特
異
で
貴
重
な
森
林
生
態

系
を
有
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
貴
重
な
森
林
生
態
系

を
後
世
に
引
き
継
い
で
い
く
た
め
、
小
笠
原
諸
島
森

林
生
態
系
保
護
地
域
を
設
定
し
、
外
来
種
対
策
等
さ

ま
ざ
ま
な
事
業
が
実
施
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら

の
事
業
等
に
関
す
る
検
討
を
行
う
た
め
学
識
経
験
者

等
で
構
成
さ
れ
る
小
笠
原
部
会
を
公
開
に
よ
り
開
催

し
ま
す
。
傍
聴
を
ご
希
望
さ
れ
る
方
は
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。 

 

【
日
時
】
11
月
18
日(

金) 

午
前
10
時
～
正
午 

【
場
所
】(

父
島) 

小
笠
原
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
会
議
室 

 

【
申
込
締
切
】
11
月
14
日(

月)

午
後
５
時
ま
で 

※
傍
聴
者
が
多
数
と
な
っ
た
場
合
、
傍
聴
人
数
に
制

限
を
設
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

※
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
と
し
ま
し
て
、
傍
聴
さ

れ
る
方
は
必
ず
マ
ス
ク
の
着
用
を
お
願
い
し
ま

す
。 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー 

２―

３
４
０
３ 

      

「
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
シ
ー
ズ
ン
も
目
前
！
」 

  

未
だ
に
昨
シ
ー
ズ
ン
に
撮
影
し
た
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ

個
体
識
別
写
真
の
照
合
作
業
に
追
わ
れ
る
中
、
今
年

も
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
足
音
が
聞
こ
え
始
め
る
頃
と
な

り
ま
し
た
。 

 

北
半
球
に
暮
ら
す
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
は
、
夏
場
は
北

の
冷
た
い
海
で
豊
富
に
発
生
す
る
動
物
プ
ラ
ン
ク
ト

ン
や
小
魚
を
食
べ
、
冬
場
は
南
の
暖
か
い
海
で
交
尾

や
出
産
、
子
育
て
と
い
っ
た
繁
殖
活
動
を
行
い
ま

す
。
日
本
を
含
む
北
太
平
洋
に
は
少
な
く
と
も
４
つ

の
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
繁
殖
海
域
が
あ
る
こ
と
が
知
ら

れ
て
お
り
、
こ
こ
小
笠
原
の
海
も
そ
の
う
ち
の
一
つ

と
な
っ
て
い
ま
す
。
小
笠
原
へ
の
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の

来
遊
シ
ー
ズ
ン
は
毎
年
12
月
か
ら
翌
年
５
月
頃
で

あ
り
、
例
年
、
11
月
中
に
は
シ
ー
ズ
ン
最
初
の
ク

ジ
ラ(

初
ザ
ト
ウ)

が
目
撃
さ
れ
ま
す
。
近
年
の
記
録

で
す
と
、
昨
シ
ー
ズ
ン
は
11
月
３
日
、
一
昨
シ
ー

ズ
ン
は
11
月
22
日
に
初
ザ
ト
ウ
の
報
せ
が
Ｏ
Ｗ
Ａ

に
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
昨
シ
ー
ズ
ン
が
11
月
初
旬

と
早
か
っ
た
だ
け
に
、
今
か
ら
そ
わ
そ
わ
し
て
し
ま

い
ま
す
ね
。
ち
な
み
に
、
小
笠
原
と
同
じ
北
太
平
洋

に
お
け
る
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
繁
殖
海
域
の
一
つ
で
あ

る
ハ
ワ
イ
で
は
、
例
年
よ
り
早
い
９
月
14
日
に
、

２
０
２
２
／
２
３
シ
ー
ズ
ン
の
初
ザ
ト
ウ
が
確
認
さ

れ
た
よ
う
で
す
。
小
笠
原
で
の
初
ザ
ト
ウ
は
い
つ
に

な
る
で
し
ょ
う
か
？ 

 

初
ザ
ト
ウ
が
確
認
さ
れ
る
と
、
Ｏ
Ｗ
Ａ
事
務
所
が

あ
る
Ｂ
し
っ
ぷ
前
に
「
鯨
の
ぼ
り
」
が
掲
げ
ら
れ
ま

す
。
Ｂ
し
っ
ぷ
前
に
い
つ
ク
ジ
ラ
た
ち
が
泳
ぎ
出
す

の
か
、
皆
さ
ま
も
気
に
し
て
ご
覧
に
な
っ
て
い
て
く

だ
さ
い
ね
。
ま
た
、
Ｏ
Ｗ
Ａ
で
は
皆
さ
ま
か
ら
の
初

ザ
ト
ウ
情
報
を
募
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
の
時

期
、
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
を
発
見
さ
れ
た
方
が
い
ら
っ
し

ゃ
い
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
ご
連
絡
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。 

              

●
問
合
せ
先 

 

一
般
社
団
法
人 

 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
協
会(

Ｏ
Ｗ
Ａ)  

 
 
 
 
 

２―

３
２
１
５ 

   
海
洋
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 

そ
の
258 

 ―

卵
の
運
命―

 

  

夏
の
暑
さ
は
ど
こ
へ
や
ら
。
空
を
ふ
と
見
上
げ
る

と
、
一
面
に
広
が
る
秋
の
空
模
様
。
長
袖
で
通
勤
を

す
る
人
の
姿
が
ち
ら
ほ
ら
と
見
え
る
11
月
の
小
笠

原
で
す
。
４
月
の
終
わ
り
に
小
港
海
岸
で
確
認
さ
れ

た
産
卵
を
皮
切
り
に
、
約
７
か
月
間
に
渡
り
行
っ
て

き
た
ウ
ミ
ガ
メ
の
調
査
も
い
よ
い
よ
大
詰
め
で
す
。 

 

最
後
を
飾
る
の
は
、「
ふ
化
後
調
査
」。
あ
ら
か
じ

め
位
置
を
記
録
し
て
お
い
た
産
卵
巣
を
掘
り
返
し
、

ふ
化
し
た
卵
の
殻
を
数
え
、
ど
れ
だ
け
の
稚
ガ
メ
が

海
に
帰
っ
た
の
か
を
調
査
し
ま
す
。
今
年
は
２
千
巣

近
い
産
卵
巣
が
確
認
さ
れ
、
た
く
さ
ん
の
稚
ガ
メ
が

太
平
洋
の
大
海
原
へ
と
旅
立
っ
て
行
き
ま
し
た
。 

 

し
か
し
、
全
て
の
稚
ガ
メ
が
な
ん
の
危
険
に
晒
さ

れ
る
こ
と
も
な
く
海
へ
帰
っ
て
い
く
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
砂
浜
に
産
み
落
と
さ
れ
た
そ
の
瞬
間
か
ら

産
卵
巣
か
ら
出
て
く
る
ま
で
の
約
２
か
月
間
、
過
酷

な
生
存
競
争
を
生
き
延
び
た
卵
だ
け
が
、
無
事
に
ふ

化
し
て
外
の
世
界
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。 

 

あ
ち
こ
ち
の
砂
浜
に
こ
ぶ
し
大
ほ
ど
の
穴
を
掘
り

暮
ら
し
て
い
る
ス
ナ
ガ
ニ
。
彼
ら
は
お
い
し
そ
う
な

卵
を
み
つ
け
る
と
、
自
慢
の
ハ
サ
ミ
で
チ
ョ
キ
チ
ョ

キ
と
卵
を
切
り
、
中
身
を
食
べ
て
し
ま
い
ま
す
。 

 

シ
ロ
ア
リ
や
ア
リ
な
ど
の
小
さ
な
虫
た
ち
も
ウ
ミ

ガ
メ
の
卵
の
脅
威
の
一
つ
で
す
。
殻
の
外
か
ら
大
き

な
ア
ゴ
で
穴
を
あ
け
て
侵
入
し
、
卵
を
食
い
尽
く
し

て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
卵
そ
の
も
の
を
自
分
た
ち
の

住
処
と
し
、
繁
殖
も
す
る
の
で
す
か
ら
と
て
も
厄
介

な
存
在
で
す
。 

 

自
然
災
害
も
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
台
風
に
よ

っ
て
高
い
波
が
ど
っ
と
砂
浜
に
押
し
寄
せ
る
と
、
海

に
近
い
産
卵
巣
は
流
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
う
な

っ
て
し
ま
っ
た
卵
た
ち
の
運
命
は
言
う
ま
で
も
あ
り

ま
せ
ん
。
大
雨
に
よ
っ
て
今
ま
で
に
な
か
っ
た
と
こ

ろ
に
沢
が
で
き
て
、
そ
の
場
所
に
あ
っ
た
卵
た
ち
が

水
没
し
て
し
ま
う
こ
と
も
し
ば
し
ば
。
完
全
に
水
に

浸
か
っ
て
し
ま
っ
て
は
呼
吸
が
で
き
な
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
な
様
々
な
困
難
を
く
ぐ
り
ぬ
け
、
２
か

月
間
無
事
に
育
っ
た
稚
ガ
メ
だ
け
が
、
自
力
で
殻
を

破
っ
て
海
へ
と
旅
立
つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
ん
な

ウ
ミ
ガ
メ
た
ち
の
現
状
を
知
る
た
め
、
今
日
も
我
々

は
ふ
化
後
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

あ
る
日
の
調
査
の
こ
と
。
自
分
の
肩
が
穴
に
入
っ

て
も
な
お
卵
に
た
ど
り
着
か
な
い
、
と
て
も
深
い
産

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
護 

地
域
部
会(

小
笠
原
部
会)

の
開
催 
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卵
巣
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
無
心
で
穴
を
掘
っ

て
い
る
と
、
つ
い
に
手
の
先
に
「
ガ
サ
ッ
」
と
感
触

を
お
ぼ
え
ま
し
た
。
そ
れ
は
稚
ガ
メ
が
無
事
に
出
て

行
っ
た
痕
跡
で
あ
る
、
白
く
き
れ
い
な
ふ
化
殻
で
し

た
。
砂
の
中
に
残
さ
れ
た
彼
ら
の
生
き
た
証
を
手
に

し
、「
大
き
く
な
っ
て
ま
た
小
笠
原
の
海
に
戻
っ
て

く
る
ん
だ
ぞ
」
そ
ん
な
思
い
が
こ
み
上
げ
て
き
ま
し

た
。 

村
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
中―

 

 

ウ
ミ
ガ
メ
の
調
査
や
飼
育
業
務
の
村
民
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー 

 
 

２―

２
８
３
０ 

８
時
～
17
時
以
外
は
、 

０
９
０―

１
４
６
１―

３
１
７
１ 

(

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
エ
バ
ー
ラ
ス
テ
ィ
ン
グ
・ネ
イ
チ
ャ
ー) 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

https://bonin-ocean.net   

                     

「
続
・
小
笠
原
の
今
と
昔
」 

 

「
続
・
小
笠
原
の
今
と
昔
」
で
は
、
戦
前
に
硫
黄
島

で
暮
ら
し
て
い
た
島
の
人
た
ち
の
日
常
を
村
民
の
皆

さ
ま
に
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
転
載
元
の
書

誌
情
報
は
村
民
だ
よ
り
746
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

硫
黄
島
編(

３) 

─
─

サ
ト
ウ
キ
ビ
は
作
っ
て
た
ん
で
し
ょ
う
？ 

 

作
っ
て
た
よ
。
皆
親
戚
と
か
、
手
伝
い
に
来
て

ね
。
サ
ト
ウ
キ
ビ
を
、
こ
の
く
ら
い
に
［
＝
40
～

50

cm
に
］
切
っ
て
、
束
ね
て
。
牛
車
で
、
製
造
場

に
持
っ
て
く
の
。
こ
ん
な
ロ
ー
ラ
ー
み
た
い
の
に
か

け
て
、
絞
る
の
よ
。
そ
の
汁
が
溜
ま
る
よ
う
に
タ
ン

ク
が
あ
っ
て
。
そ
ば
に
大
き
な
釜
が
あ
っ
て
、
３
回

で
炊
き
上
げ
る
ん
だ
よ
。
う
ち
の
お
父
さ
ん
、
お
母

さ
ん
が
火
を
燃
し
て
。
乾
い
た
カ
ス
を
燃
す
ん
だ

よ
、
釜
の
下
か
ら
。 

─
─

子
ど
も
た
ち
は
遊
ん
で
る
だ
け
？ 

 

小
さ
い
子
は
何
に
も
し
な
い
よ
。
小
さ
い
子
［
＝

下
の
妹
・
弟
］
は
何
し
て
た
か
知
ら
な
い
。
私
は
お

兄
さ
ん
が
２
人
、
そ
し
て
私
、
３
人
で
タ
マ
ナ
の
木

渡
り
と
か
、
そ
う
い
う
の
を
や
っ
て
た
よ
、
一
緒

に
。
お
兄
さ
ん
２
人
と
、
私
と
、「
木
渡
り
鬼
」
っ

て
、
タ
マ
ナ
の
木
を
渡
っ
て
。 

─
─

木
登
り
を
し
て
た
ん
だ
。 

 

そ
う
。
下
の
弟
た
ち
と
か
、
妹
た
ち
と
か
の
こ
と

は
あ
ん
ま
り
覚
え
て
い
な
い
。 

─
─

上
と
遊
ん
だ
こ
と
を
覚
え
て
い
る
ん
だ
。 

 

う
ん
。
一
番
覚
え
て
い
る
の
は
、
私
の
下
［
の
弟

に
］
清
四
郎
っ
て
い
う
の
が
い
た
の
。
あ
れ
が
ね
、

［
自
分
の
］
学
校
の
道
具
を
、
学
校
の
帰
り
道
の
山

に
隠
し
て
き
ち
ゃ
っ
た
の
。
そ
れ
で
、
う
ち
の
お
父

さ
ん
が
怒
っ
て
ね
。
正
座
さ
せ
ら
れ
て
、［
膝
に
］

重
し
乗
せ
ら
れ
て
。
そ
れ
を
、
次
男
坊
の
お
兄
さ
ん

［
＝
鬼
志
男
］
と
、
私
が
謝
っ
て
。
今
の
ラ
ン
タ
ン

っ
て
い
う
の
か
な
、
そ
れ
持
っ
て
、
夜
に
探
し
に
、

取
り
に
行
っ
た
ん
だ
よ
、
弟
を
連
れ
て
。
置
い
て
あ

る
と
こ
ろ
、
知
っ
て
る
ん
だ
か
ら
。
私
と
お
兄
さ
ん

と
３
人
で
。
う
ち
の
お
父
さ
ん
は
厳
し
か
っ
た
よ
。

そ
う
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
し
、
礼
儀
作
法
も
、
教
え

て
く
れ
た
し
。「
履
物
を
脱
い
だ
ら
こ
う
い
う
風
に

し
ろ
」［
＝
揃
え
ろ
］
っ
て
ち
ゃ
ん
と
教
え
て
く
れ

た
し
。
昔
は
電
気
な
い
か
ら
ね
。
飛
行
場
の
方
は
電

気
あ
っ
た
よ
。
だ
け
ど
、
一
般
の
民
家
は
な
い
か

ら
。 

─
─

ど
う
し
て
た
の
？ 

 

ラ
ン
プ
だ
よ
。
石
油
ラ
ン
プ
。 

─
─

石
油
は
買
い
に
行
く
の
？ 

 

［
硫
黄
島
産
業
株
式
会
社
の
］
事
務
所
っ
て
と
こ

ろ
に
、
皆
売
っ
て
る
ん
だ
よ
。 

─
─

家
に
何
個
あ
っ
た
の
？ 

１
個
じ
ゃ
足
り
な
い

で
し
ょ
う
？ 

 

ご
飯
食
べ
る
と
こ
ろ
［
＝
台
所
］
に
あ
っ
た
よ
。

そ
の
他
に
、
持
っ
て
歩
く
［
用
］
の
が
、 

あ
る
か
ら
。 

─
─

硫
黄
島
は
井
戸
じ
ゃ
な
い
も
ん
ね
。 

 

井
戸
じ
ゃ
な
い
。
地
下
に
掘
っ
て
、
コ
ン
ク
リ
塗

っ
て
。 

─
─

溜
池
だ
よ
ね
。
う
ち
の
、
残
っ
て
い
る
よ
ね
。

あ
の
、
岩
の
と
こ
ろ
か
ら…

…

。 

 

上
の
、
も
の
す
ご
く
大
き
い
岩
だ
っ
た
よ
。
そ
こ

に
セ
メ
ン
ト
塗
っ
て
、
雨
が
降
る
と
ち
ゃ
ん
と
、
台

所
に
タ
ン
ク
あ
っ
た
で
し
ょ
う
、
埋
ま
っ
て
た
け

ど
。
あ
そ
こ
に
ち
ゃ
ん
と
い
っ
ぱ
い
に
な
る
と
、
庭

の
貯
水
池
に
行
く
の
よ
。 

・
・
・
次
回
「
硫
黄
島(

４)

」
に
つ
づ
く 

 

小
笠
原
村
教
育
委
員
会 

  
◎
マ
イ
マ
イ
の
イ
マ  

第
九
十
貝
「
ア
ジ
ア
ベ
ッ
コ
ウ
の
猛
攻
」 

  

本
記
事
で
も
幾
度
か
登
場
し
て
い
る
ア
ジ
ア
ベ
ッ

コ
ウ
マ
イ
マ
イ
は
、
母
島
で
の
み
確
認
さ
れ
て
い
る

外
来
種
だ
。
沖
縄
か
ら
の
土
付
き
苗
に
紛
れ
て
持
ち

込
ま
れ
た
と
み
ら
れ
る
。
環
境
省
と
小
笠
原
村
に
よ

る
懸
命
の
対
策
も
む
な
し
く
、
今
年
も
悠
々
と
分
布

を
拡
げ
て
い
る
。
農
作
物
被
害
の
声
も
大
き
く
な
っ

て
き
た
。
さ
ら
に
、
い
つ
の
間
に
か
乳
房
ダ
ム
の
上

流
に
ま
で
進
出
し
、
薬
剤
散
布
も
難
し
い
状
況
に
追

い
込
ま
れ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
ま
ま
で
は
乳
房
山
登

頂
を
許
す
の
も
時
間
の
問
題
だ
ろ
う
。 

 

さ
て
、
そ
ん
な
状
況
で
白
旗
を
準
備
す
べ
き
か
悩

ん
で
い
た
と
こ
ろ
に
、
研
究
者
か
ら
追
い
打
ち
と
な

る
情
報
が
入
っ
て
き
た
。
な
ん
と
ア
ジ
ア
ベ
ッ
コ

ウ
、
こ
ち
ら
が
想
定
し
て
い
た
以
上
に
陸
貝
へ
の
捕

食
性
が
強
い
と
い
う
の
だ
。
な
ん
で
も
、
タ
イ
マ
ン

だ
と
そ
こ
ま
で
じ
ゃ
な
い
が
、
周
囲
に
仲
間
が
い
る

と
結
託
し
て
襲
い
掛
か
っ
て
く
る
ら
し
い
。
実
際
、

野
外
で
４
匹
の
ア
ジ
ア
ベ
ッ
コ
ウ
が
ア
フ
リ
カ
マ
イ

マ
イ
の
成
貝
に
群
が
り
、
生
き
た
ま
ま
捕
食
し
て
い

る
現
場
が
目
撃
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
様
子
だ
と
、
脆

弱
な
固
有
種
マ
イ
マ
イ
た
ち
は
ひ
と
た
ま
り
も
な
い

だ
ろ
う
。
か
く
し
て
白
旗
を
掲
げ
る
こ
と
す
ら
許
さ

れ
な
い
状
況
と
な
り
、
非
常
に
頭
が
痛
い
日
々
で
あ

る
。 

 
 

             

【
文
】
環
境
省
母
島
自
然
保
護
官
事
務
所 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

和
田
慎
一
郎 

【
イ
ラ
ス
ト
】
小
野
恵 

 

●
問
合
せ
先 

教
育
委
員
会 

 
 

２―

３
１
１
７ 
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 小笠原村省エネ家電製品普及促進事業補助金について   

小笠原村では、小笠原村ゼロカーボンシティ宣言に伴う CO2削減の取組のはじめの

一歩として、家庭における省エネ家電の普及を促進します。 

○対象者 

以下の３つの要件をすべて満たす方が対象となります。 

（１）本村に居住し、住民基本台帳に登録されている方。 

（２）補助対象者及び補助対象者と同一世帯に属する者が、

村税等を滞納していない方。 

（３）都事業の実施要綱第４の３（１）の規定による東京ゼ

ロエミポイントの付与を受けている方。 

○補助対象製品・補助金額 

右記の省エネ基準を満たすエアコン、冷蔵

庫が対象となります。都事業によるポイント

付与（小笠原村の場合は郵便為替での受け取

り）については都事業のホームページ（東京ゼ

ロエミポイント）をご確認ください。 

○制度の概要 
東京都では、家庭の省エネ行動を促すことを目的に、より省エネ性能の高いエアコン、冷蔵庫、給湯器への買換えに対

し、商品券等に交換可能な「東京ゼロエミポイント」を都民に付与する家庭のゼロエミッション行動推進事業（以下「都

事業」という）を実施しています。小笠原村ではこの都事業のうち、二酸化炭素排出量が特に多いエアコン、冷蔵庫につ

いて、村の補助金を上乗せすることで省エネ家電への買換えを支援します。 

●問合せ先《助成事業について  》東京都環境局気候変動対策部地域エネルギー課 / 電話：０３―５３８８―３６７０ 

《申請手続きについて》公益財団法人東京都環境公社 東京都地球温暖化防止活動推進センター（愛称：クール・ネット東京） 

                電話：０３―５９９０―５０６７ /  ＵＲＬ https://www.tokyo-co2down.jp/subsidy/island-pv 

「島しょ地域における太陽光発電設備等助成事業」申請受付開始のお知らせ 

東京都は、「２０５０年の二酸化

炭素排出実質ゼロ」に貢献する「ゼロ

エミッション東京」の実現に向け、再生

可能エネルギーの基幹エネルギー化

を推進しています。 

このたび、この取組の一環である都

有施設の再エネ電力１００％化に向

け、島しょ地域における太陽光発電設

備及び蓄電池の導入に対する助成金

の申請受付を開始しましたのでお知ら

せします。 

この機会に活用をご検討ください。 

●エアコン 

新品であり、最新の省エネ基準に基づく統一省エネラベル４つ星以

上または２つ星・３つ星であって、都事業の対象家電等として登録さ

れたもの。 
購入するエアコンの 
省エネ性能の表示 

（統一省エネラベル※） 

冷房能力 
 

（目安） 

2.2kW：6 畳程度 

3.6kW：12 畳程度 

東京都から
付与される
ポイント 
（参考） 

村の補助額 
目標年度
2010 年度 
の場合 

目標年度
2027 年度の

場合 

★４以上 
★3 以上 

2.2ｋW 以下 12,000 12,000 円 

2.4～2.8 
ｋW 

15,000 15,000 円 

★1.5 以上 3.6ｋW 以上 19,000 19,000 円 

★２ 
★３ 

★2 
★2.5 

2.2ｋW 
 以下 

7,000 7,000 円 

2.4～2.8 
ｋW 

8,000 8,000 円 

★１ 3.6ｋW 以上 9,000 9,000 円 

※令和 4 年 10 月 1 日以降に統一省エネラベルが変わり、以前の製品と星の
表示が異なります。同ラベルの目標年度（下図の赤丸内参照）を確認して
から対象製品を判断してください。 

●冷蔵庫 

新品であり、省エネルギー基準達成率が 100％以上であって、都事業

の対象家電等として登録されたもの。 

定格内容積 

東京都から付与

されるポイント

（参考） 

村の補助額 

250ℓ以下 11,000 11,000円 

251～500ℓ 13,000 13,000円 

501ℓ以上 21,000 21,000円 

 

○申請方法 

東京ゼロエミポイント付与に関する通知を受けた日から６０

日以内に以下の書類を環境課へ提出してください。 

○小笠原村省エネ家電製品普及促進事業補助金交付申請書 

○購入した家電製品の領収書の写し 

○都事業により付与されたポイントに関する案内（東京ゼロ

エミポイント付与のご案内）の写し 

【注意！】東京都からの案内は再発行されませんので、

必ず保管しておいてください！ 

交付決定後、小笠原村省エネ家電製品普及促進

事業補助金交付請求書をご提出いただきます。 

【助成対象地域及び助成対象者】 島しょ地域に太陽光発電設備及び蓄電池を設置する❶民間

事業者（民間企業、学校法人、公益財団法人等）、❷島しょ町村及び❸住宅所有者 

【助成対象設備】 太陽光発電設備及び蓄電池 

【助成率・助成上限額】助成対象経費の４分の３以内（助成上限額 １億円） 

【主な助成要件】 

 ・助成対象設備を導入、電気を消費する住宅、施設は、都内島しょ地域であること。 

 ・固定価格買取制度の設備認定を受けない設備であること。 

 ・原則、太陽光発電設備と蓄電池を同時に設置すること。 

 ・太陽光発電設備から生み出される環境価値を都に帰属させること。 

 ・島しょ地域の自然条件を踏まえ、設置する場所における風況、塩害

等への対策を考慮して設置すること。 

【事業期間】令和４年度から令和５年度まで（助成金の交付は令和６年度まで） 

【令和４年度の申請期間】令和４年９月29日（木）～令和５年３月31日（金） 

ただし、下記の予算額に達し次第終了。 

【令和４年度予算額】５億円 

提出する書類など詳細は右記の小笠原村ホーム

ページまたは村役場にてご確認ください。 ●問合せ先  小笠原村環境課 電話 ２－２２７０ 

 

東京ゼロエミ 

ポイント 
ホームページ 

小笠原村環境課
ホームページ 

省エネ家電製品
の買換えを 
補助します！ 

クール・ネット東京
ホームページ 
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― 村 民 課 福 祉 係― 

―  第２7３号 ― 

 

クジラの伝言板 

 
 

村民課福祉係 

 2－3939 

 

小笠原村では、国や同規模自治体と比べると、健康診断の受診率が高く、村民のみなさんの健康に対する 

意識の高さがうかがえます。一方、※がんによる死亡率は４４．５％であり、東京都の２８％を大きく上回っ

ています。どの検診も大切ですが、特に乳がんは早期発見することで治癒の確率が高いことが報告されてい

ます。今回は、日本の女性のがん死亡上位にある乳がん検診の大切さについてお伝えします。 
                                 ※出典：東京都福祉保健局「人口動態統計」 

 

乳がんは早期発見が有効です！ 乳がん検診 

〇横になり乳房の上から超音波（エコー）を

あて、乳房の状態を調べます。セルフチェッ

クでは分からない数ミリ程度の小さなしこり

も見つけることができます。 

〇痛みを伴うことはなく、放射線被曝の心配

はありません。 

マンモグラフィー ※内地でのみ実施。 

無料クーポン券の申し込みが必要です。 

詳細は住民係まで。電話番号：２－３１１３ 

〇乳房専用のレントゲン検査でプレートで乳房を挟んで撮影します。 

〇しこりになる前の小さながんを発見できます。 

小笠原村では３０歳以上の女性が無料で受けることができ

ます！詳しくは健康・保健のコーナーをご覧ください♪ 

早期に発見・治療すれば９割以上が治ります！

ほぼ100％治ります 

超音波検査 

 

乳がんは、乳腺組織ががん化したもので、女性が患うがん

の中で最も多いがんです。9 人に１人の女性が一生の間に

乳がんにかかると言われています。しかし、無症状のうちに

検診を受診すれば早期発見につながり、早期に適切な治療

によって 9割以上のケースで治癒が期待できます。そのた

めに大切なのが検診です。 

※しこりやその他の症状に気づいたら、すぐに受診することをおすすめします。 

適切な医療機関の紹介、必要な検査を受けることにつながります。 

 保健師：乳がん検診により、セルフチェックでは分からない初期のがんも見つけることができ、早期治療に

つながります。５０歳以上の男性に対しては、令和３年度から「前立腺がん」検診が実施可能です。

採血のみで身体への負担は少なく検査できます。 

クジラ：自分の体のことは、自分が一番知っていないといけないし、「自分の健康は自分で守る」ために 

がん検診は大切だね！さっそく予約しようっと。 

保健師：その通り！定期的ながん検診を受けましょう。 

 

〇乳房に触れて観察し、異常がないかを確認します。 

乳がんは自分で見つけることのできる可能性の高いがんです。 

⽉に⼀度を⽬安にセルフチェックを⾏い、⾃分の胸に関⼼を持ち 

ましょう。日ごろから自分の乳房の状態を知ることが大切です。 

 □ 乳房にしこり・くぼみ・ひきつれはないか？ 

 □ 乳首や乳輪の皮膚にただれはないか？ 

 □ 乳首から色のついた分泌液は出ていないか？ 

 □ 脇の下（リンパ節）が腫れたりしていないか？ 

大切なのは、セルフチェックと検診 

 

乳がんの半分以

上が自己発見さ

れています！ 

 

 

視触診 



 

 

                                 

                                 

                                 

                              



入港日 出港日

巡回労働相談(母島)
都ノヤギ排除
防災行政無線　試験放送 乳幼児健診・歯科健診(父島)
子ども茶会(お客さま募集)申込〆切 母島の森 道づくり体験(母島)申込〆切

村ノヤギ駆除
子ども茶道教室⑥ インフルエンザ予防接種(母島)

コロナワクチン接種申込(父島)(～30日)

平島ネズミ類駆除計画に関する住民説明会(母島)

父島保育園入園説明会
小笠原諸島森林生態系保護地域部会(小笠原部会)

巡回ペット診療・相談(母島)申込〆切

弟島視察会申込〆切

行政相談所の開設(父島)/都ノヤギ排除

出港日 入港日

インフルエンザ予防接種(父島)(母島) 母島の森 道づくり体験(母島)

小笠原村健康診断予約申込(～17日) 都ノヤギ排除

子育てセミナー申込〆切

子ども茶会 健康診断(母島)(～2１日)

都ノヤギ排除 インフルエンザ予防接種(父島)

日商簿記検定(父島)(母島)

小笠原高校　図書館開放

都ノヤギ排除 母島診療所休診

小笠原高校　図書館開放

入港日 出港日

シロアリ対策事業(第３回)申込(～22日) 母島診療所 歯科休診(～12/9)
子育て個別相談(母島)(～8日)

都ノヤギ排除
東京都小笠原住宅　建設計画説明会(母島)(～９日) 健康診断(父島)(～28日)

年末調整等説明会(父島) 弟島視察会

消費税インボイス制度説明会(父島) 都ノヤギ排除

子育て個別相談(父島)(～10日)

子育てセミナー(母島)
東京都小笠原住宅　建設計画説明会(父島)(～10日) 巡回ペット診療・相談(母島)(～25日)

消費税インボイス制度説明会(母島) 小笠原村職員募集(事務)申込〆切

子育てセミナー(父島) 村ノヤギ駆除

出港日 インフルエンザ予防接種(父島)(母島)
年末調整等説明会(母島) 森林生態系保護地域入林簡易講習会申込〆切

定期予防接種(父島)(母島) 電話無料法律相談(第二東京弁護士会)

都ノヤギ排除

インフルエンザ予防接種(母島) 東京都小笠原住宅　建設計画説明会(録画放送)(～27日)

都ノヤギ排除 南島外来種駆除ボランティア

都ノヤギ排除

都ノヤギ排除 入港日

都ノヤギ排除

小笠原高校　図書館開放

入港日 コロナワクチン接種申込(母島)(～12/9)

第１回農業者セミナー(母島) 寄席芸能(父島)

高圧ガス・液化石油ガス国家試験

都ノヤギ排除

小笠原高校　図書館開放

育児学級(離乳食)(父島) 巡回労働相談(母島)
小笠原諸島森林生態系保護地域部会(小笠原部会)傍聴申込〆切 寄席芸能(母島)

南島外来種駆除ボランティア申込〆切

第１回農業者セミナー(父島) 出港日

乳幼児計測会(母島) 小笠原村職員募集(保育士)申込〆切

防犯ゲートボール大会(母島)申込〆切

30 水15 火

月 29 火

28 月日

14

13

27 日12 土

金 26 土

25 金木

11

10

9

8

水 24 木

23 水火

7

日

6 日

月 22 火

21 月

2

5 土 20

4 金 19 土

火

3 木 18 金

水 17 木

16 水

日付 曜日 行　事　予　定 日付 曜日

1

行　事　予　定

文化の日

勤労感謝
の日


